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ス
パ
コ
ン
ラ
ン
キ
ン
グ
4
部
門
で

世
界
1
位
を
獲
得

ス
パ
コ
ン
ラ
ン
キ
ン
グ
は
、
年
2
回（
6
月
・
11
月
）開

催
さ
れ
る
H
P
C（
ハ
イ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・
コ
ン
ピ
ュ
ー

テ
ィ
ン
グ
：
高
性
能
計
算
技
術
）に
関
す
る
国
際
会
議
に

お
い
て
発
表
さ
れ
る
ス
パ
コ
ン
の
各
種
性
能
を
評
価
す
る

世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
で
す
。
ラ
ン
キ
ン
グ
に
は
、
ス
パ
コ
ン
の

単
純
な
科
学
技
術
計
算
性
能
を
測
定
す
る
T
O
P
5
0
0

を
は
じ
め
と
す
る
複
数
の
部
門
が
あ
り
ま
す
。
今
回
、「
富

岳
」
は
、T
O
P
5
0
0
、
H
P
C
G
、
H
P
L-

A
I
、Gra

ph

5
0
0
の
四
つ
の
部
門
で
、
2
位
に
大
き
な
差
を
つ
け

て
世
界
1
位
を
獲
得
し
ま
し
た
。

「
富
岳
」が
世
界
1
位
を
獲
得
し
た
ラ
ン
キ
ン
グ

部
門

○	
T
O
P
5
0
0
　
1
9
9
3
年
〜

L
I
N
P
A
C
K
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
の
実
行
性
能
を
指
標
と

し
て
、
世
界
で
最
も
処
理
速
度
が
高
速
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ

ス
テ
ム
の
上
位
5
0
0
位
ま
で
を
ラ
ン
ク
付
け
し
た
も
の
で

す
。な

お
、
L
I
N
P
A
C
K
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
と
は
、
行
列

計
算
に
よ
る
連
立
一
次
方
程
式
の
解
法
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

昨
年
8
月
に
運
用
を
終
了
し
た「
京
」が
平
成
23
年
11
月
に

1
位
を
獲
得
し
て
以
来
、
実
に
8
年
半
ぶ
り
の
首
位
奪
還

と
な
り
ま
し
た
。

○	

H
P
C
G
　
2
0
1
4
年
〜

T
O
P
5
0
0
は
、
単
純
な
科
学
技
術
計
算
性
能
を
評

価
す
る
も
の
で
あ
り
、
実
際
に
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
実
行

す
る
際
の
性
能
を
適
切
に
評
価
で
き
て
お
ら
ず
、
ま
た
、

ベ
ン
チ
マ
ー
ク
テ
ス
ト
に
長
時
間
を
要
す
る
と
い
っ
た
課
題

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
に
設

立
さ
れ
た
の
が
H
P
C
G
で
す
。
H
P
C
G
は
、
疎
な
係

数
行
列
か
ら
構
成
さ
れ
る
連
立
一
次
方
程
式
を
解
く
計
算

手
法
で
あ
る
共
役
勾
配
法
を
用
い
た
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
す
。

○	

H
P
L-

A
I
　
2
0
2
0
年
〜（
新
設
）

L
I
N
P
A
C
K
や
H
P
C
G
は
、
倍
精
度
演
算（
10

進
で
16
桁
の
浮
動
小
数
点
数
）の
み
で
計
算
す
る
こ
と
が
規

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
近
年
、
低
精
度
演
算（
10

進
で
5
桁
若
し
く
は
10
桁
）を
実
行
す
る
G
P
U
や
人
工

知
能
向
け
の
専
用
チ
ッ
プ
を
搭
載
し
、
高
性
能
化
し
た
計

算
機
が
多
く
登
場
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
を
受
け

て
、
こ
れ
ら
の
計
算
機
の
高
性
能
な
演
算
能
力
を
適
切
に

評
価
す
る
た
め
に
、
L
I
N
P
A
C
K
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
を
改

良
し
、
低
精
度
演
算
に
よ
る
計
算
性
能
を
評
価
す
る
ベ
ン

チ
マ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
H
P
L-

A
I
が
設
立
さ
れ
、

今
回
の
国
際
会
議
で
初
め
て
ラ
ン
キ
ン
グ
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
。「

富
岳
」
は
、
測
定
に
お
い
て
、
1
・
4
2
E
F
L
O

P
S（
エ
ク
サ
フ
ロ
ッ
プ
ス
）と
世
界
で
初
め
て
1
E
F
L
O

P
S（
エ
ク
サ
フ
ロ
ッ
プ
ス
）を
超
え
る
値
を
記
録
し
て
お

り
、
人
工
知
能
計
算
や
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
解
析
の
研
究
基
盤

と
し
てSociety5.0

社
会
へ
の
貢
献
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

○	G
raph

5
0
0
　
2
0
1
3
年
〜

実
社
会
に
お
け
る
複
雑
な
現
象
は
、
大
規
模
な
グ
ラ
フ

（
頂
点
と
枝
に
よ
り
デ
ー
タ
間
の
関
連
性
を
示
し
た
も
の
）

スーパーコンピュータ「富岳」が
スパコンランキングで世界１位を獲得

文部科学省研究振興局参事官（情報担当）付計算科学技術推進室

令和3年度の共用開始を目指し、理化学研究所計算科学研究センター（R-CCS）にて整備・調整を進め
ているスーパーコンピュータ「富岳」がHPC（ハイパフォーマンス・コンピューティング:高性能計算技術）に
関する国際会議「ISC2020」において発表されたスパコンランキングの4部門で世界1位を獲得しました。
TOP500については、昨年8月に運用を終了したスーパーコンピュータ「京」が平成23年11月に世界1
位を獲得して以来の首位奪還となります。また、4部門同時の世界1位獲得は世界初の快挙であり、「富岳」
の性能と汎用性の高さを世界に示す結果となりました。

特集1
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スーパーコンピュータ「富岳」がスパコンランキングで世界１位を獲得特集1

と
し
て
表
現
さ
れ
る
場
合
が
多
い
た
め
、
社
会
課
題
の
解

決
に
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
高
速
な
グ
ラ
フ
解
析
能
力
が

必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
グ
ラ
フ
解
析
の
性
能
を

ラ
ン
ク
付
け
し
た
も
の
がGraph

5
0
0
で
す
。
こ
の
部
門

で
は
、「
京
」が
2
0
1
4
年
6
月
か
ら
2
0
1
9
年
6
月

ま
で
9
期
連
続（
通
算
10
期
）で
世
界
1
位
を
維
持
し
て

き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で「
京
」の
測
定
値
は「
富
岳
」を
除
い

て
、
い
ま
だ
に
破
ら
れ
て
お
ら
ず
、
引
き
続
き
1
位
を
維

持
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
4
つ
の
部
門
以
外
に
も
、
ス
パ
コ
ン
の
消
費
電

力
性
能
を
ラ
ン
ク
付
け
し
たGreen

5
0
0（
2
0
0
5
年

〜
）が
あ
り
、「
富
岳
」は
世
界
9
位
を
獲
得
し
て
い
ま
す
。

こ
の
部
門
で
は
、「
富
岳
」以
外
に
も
、
1
位「
M
N-

3
」

（Preferred N
etw

orks

）、
3
位「
N
A-

1
」（PEZY

 
Com

puting

）、
4
位「A

64FX
 prototype

」（
富
士
通

（「
富
岳
」試
作
機
））と
日
本
の
ス
パ
コ
ン
が
上
位
に
ラ
ン
キ

ン
グ
入
り
し
て
い
ま
す
。

世
界
初
と
な
る
ラ
ン
キ
ン
グ
4
部
門
で
の

世
界
1
位
獲
得

ラ
ン
キ
ン
グ
4
部
門
で
同
時
に
世
界
1
位
を
獲
得
す
る

の
は「
富
岳
」が
世
界
初
と
な
り
ま
す
。
こ
の
結
果
を
受
け

て
、
理
化
学
研
究
所
の
松
本
理
事
長
は
、
記
者
会
見
の
場

に
お
い
て「
富
岳
」を〝
四
冠
機
〟と
称
し
ま
し
た
。

○
開
発
コ
ン
セ
プ
ト

平
成
26
年
度
か
ら
開
始
さ
れ
た
ポ
ス
ト「
京
」（「
富
岳
」）

の
開
発
は
、
①
最
大
で「
京
」の
1
0
0
倍
の
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
実
行
性
能
の
実
現
、
②
消
費
電
力
30
〜
40
M
W
の

実
現
を
目
標
に
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
当
初
か

ら
シ
ス
テ
ム
と
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
協
調
的
に
開
発（Co-

design
）す
る
こ
と
で
、
利
用
者
に
使
い
勝
手
の
良
い
世
界

最
高
水
準
の
計
算
機
の
開
発
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。
今

回
の
ス
パ
コ
ン
ラ
ン
キ
ン
グ
4
部
門
で
の
世
界
1
位
獲
得

は
、
正
に「
富
岳
」が
世
界
最
高
水
準
の
性
能
と
汎
用
性
を

備
え
た
計
算
機
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
た
と
い
え
ま
す
。

○「
富
岳
」の
名
称

「
富
岳
」の
名
称
は
、
昨
年
5
月
に
実
施
し
た
一
般
公
募

の
中
か
ら
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
を
代
表
す
る
山
で
あ

る〝
富
士
山
〟の
異
名
と
し
て
、
富
士
山
の「
高
さ
」が「
性

能
の
高
さ
」を
表
す
と
と
も
に
、
富
士
山
の「
裾
野
の
広
が

り
」が「
ユ
ー
ザ
ー
の
広
が
り
」を
意
味
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
ス
パ
コ
ン
ラ
ン
キ
ン
グ
に
お
け
る
世
界
1
位
の
獲

得
は
、
富
士
山
の「
高
さ
」で
表
さ
れ
る「
性
能
の
高
さ
」

を
示
し
た
こ
と
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

今
後
、
そ
の
性
能
の
高
さ
を
活
か
し
、
富
士
山
の「
裾

野
の
広
が
り
」の
ご
と
く
健
康
医
療
、
気
象
・
防
災
を
は
じ

め
と
し
た
多
種
多
様
な
分
野
で
利
用
が
進
み
、
多
く
の
成

果
が
生
み
出
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

「
富
岳
」の
概
要

「
富
岳
」は
、
昨
年
12
月
に
製
造
を
担
当
す
る
富
士
通

I
T
プ
ロ
ダ
ク
ツ（
石
川
県
か
ほ
く
市
）か
ら
出
荷
を
開
始

し
、
今
年
5
月
に
理
化
学
研
究
所
計
算
科
学
研
究
セ
ン

タ
ー（
兵
庫
県
神
戸
市
）へ
全
4
3
2
の
筐き

ょ
う
た
い体

の
搬
入
が
完

了
し
ま
し
た
。
現
在
、
令
和
3
年
度
の
共
用
開
始
に
向
け

て
調
整
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ランキングの各部門において「富岳」が世界1位を獲得したことの証明書
（右上：TOP500、左上：HPCG、右下：HPL-AI、左下：Graph500）

「富岳」が設置されている理化学研究所計算科学
研究センター（兵庫県神戸市）
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今
回
の
ス
パ
コ
ン
ラ
ン
キ
ン
グ
へ
の
エ
ン
ト
リ
ー
に
は
、
す

べ
て
の
筐
体
を
使
用
し
た
最
大
限
の
計
算
能
力
で
挑
む
こ

と
は
で
き
ず
、
各
部
門
の
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
を
実
行
す
る
た
め

の
調
整
が
完
了
し
た
お
お
む
ね
6
割
〜
9
割
程
度
の
計
算

能
力
に
よ
り
実
施
し
た
測
定
結
果
で
エ
ン
ト
リ
ー
し
ま
し

た
。
整
備
・
調
整
が
完
了
し
、
最
大
限
の
計
算
能
力
を
発

揮
し
た
場
合
は
、
更
に
高
い
測
定
結
果
が
得
ら
れ
る
こ
と

が
見
込
ま
れ
ま
す
。

○「
富
岳
」の
性
能

昨
年
8
月
に
運
用
を
終
了
し
た「
京
」は
、
そ
の
名
称
の

由
来
と
な
っ
た
と
お
り
計
算
速
度
が
11
P
F（
ペ
タ
フ
ロ
ッ

プ
ス
）で
あ
り
1
秒
間
に
約
1
京
＝
10
の
16
乗
回
以
上
の

計
算
が
可
能
で
し
た
。
後
継
機
と
な
る「
富
岳
」は
、
全

筐
体
の
稼
働
時
の
計
算
速
度
が
最
大
5
3
7
P
F（
ペ
タ
フ

ロ
ッ
プ
ス
）と「
京
」か
ら
飛
躍
的
に
向
上
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
、
ス
パ
コ
ン
ラ
ン
キ
ン
グ
T
O
P
5
0
0
で
首
位
を

保
持
し
て
き
た
米
国
の
ス
パ
コ
ン「Sum

m
it

」の
計
算
速
度

が
2
0
0
P
F
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
2
倍
以
上
の
差
を
つ
け

て
い
ま
す
。

一
方
で
、
ス
パ
コ
ン
の
運
用
に
は
非
常
に
大
き
な
電
力
が

必
要
と
な
り
ま
す
。「
京
」の
消
費
電
力
12
・
7
M
W
と
比

較
し
て
、「
富
岳
」の
消
費
電
力
は
30
〜
40
M
W
と「
京
」

か
ら
計
算
性
能
が
飛
躍
的
に
向
上
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、

そ
の
増
加
を
小
さ
く
抑
え
て
い
ま
す
。

「
富
岳
」を
活
用
し
た
成
果
の
創
出

「
富
岳
」は
、
世
界
的
な
感
染
拡
大
か
ら
喫
緊
の
課
題
と

な
っ
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
研
究
の
推
進

を
は
じ
め
、
防
災
・
減
災
や
、
も
の
づ
く
り
な
ど
産
業
へ
の

応
用
、
全
て
の
人
と
モ
ノ
が
つ
な
が
り
、
今
ま
で
に
な
い
新

た
な
価
値
を
生
み
出
す
超
ス
マ
ー
ト
社
会
の
実
現
を
目
指

すS
o

c
ie

ty
5

. 0
 

社
会
に
お
け
る
社
会
的
課
題
の
解
決
に

資
す
る
等
技
術
開
発
を
加
速
す
る
た
め
、
そ
の
高
い
性
能

を
発
揮
し
、
成
果
を
社
会
に
還
元
し
て
い
く
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

成
果
創
出
に
向
け
た
取
り
組
み

「
富
岳
」の
共
用
開
始
は
令
和
3
年
度
中
を
予
定
し
て
い

ま
す
が
、
い
ち
早
い「
富
岳
」の
利
用
に
よ
る
裾
野
拡
大
を

目
指
し
、
シ
ス
テ
ム
調
整
段
階
に
お
い
て
利
用
可
能
な
計

算
資
源
を
用
い
た
試
行
的
利
用
を
本
年
度
か
ら
開
始
し
て

い
ま
す
。

「
富
岳
」で
は
、
取
り
組
む
べ
き
国
家
的
課
題
の
解
決
を

目
指
す
た
め
、
社
会
的
・
科
学
的
課
題
と
し
て
、
次
の
九

つ
の
重
点
課
題
と
新
た
に
取
り
組
む
べ
き
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ

な
課
題
と
し
て
四
つ
の
萌ほ

う

芽が

的
課
題
を
選
定
し
、
シ
ス
テ
ム

開
発
と
と
も
に
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
開
発
を
進
め
て
き
ま

し
た
。
今
後
は
、
こ
れ
ら
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活
用
し

て
、
早
期
の
成
果
創
出
を
目
指
し
ま
す
。

「富岳」の基本性能（理論最高値）

・総ノード数：158,976ノード
・384ノード×396ラック=152,064ノード
・192ノード×36ラック	 =6,912ノード

（参考：「京」　88,128ノード）
・通常モード（CPU動作クロック周波数2GHz）

・倍精度理論最高値（64bit） 488ペタフロップス
・単精度理論最高値（32bit） 977ペタフロップス
・半精度（AI学習）理論最高値（16bit） 1.95エクサフロップス
・整数（AI推論）理論最高値（8bit） 3.90エクサオップス

・ブーストモード（CPU動作クロック周波数2.2GHz）
・倍精度理論最高値（64bit） 537ペタフロップス
・単精度理論最高値（32bit） 1070ペタフロップス
・半精度（AI学習）理論最高値（16bit） 2.15エクサフロップス
・整数（AI推論）理論最高値（8bit） 4.30エクサオップス

・理論総合メモリバンド幅　163ペタバイト/秒

※　実際の計算速度は各種ベンチマークや、実アプリケーションによって測定される。

整備・調整作業の進む「富岳」（理化学研究所計算科学研究センター）
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スーパーコンピュータ「富岳」がスパコンランキングで世界１位を獲得特集1

（
健
康
長
寿
社
会
の
実
現
）

①	�

生
体
分
子
シ
ス
テ
ム
の
機
能
制
御
に
よ
る
革
新
的
創
薬

基
盤
の
構
築

②	�
個
別
化
・
予
防
医
療
を
支
援
す
る
統
合
計
算
生
命
科
学

（
防
災
・
環
境
問
題
）

③	�

地
震
・
津
波
に
よ
る
複
合
災
害
の
統
合
的
予
測
シ
ス
テ
ム

の
構
築

④	�

観
測
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
気
象
と
地
球
環
境
の

予
測
の
高
度
化

（
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
）

⑤	�

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
高
効
率
な
創
出
、
変
換
・
貯
蔵
、
利
用
の

新
規
基
盤
技
術
の
開
発

⑥	�

革
新
的
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
実
用
化

（
産
業
競
争
力
の
強
化
）

⑦	�

次
世
代
の
産
業
を
支
え
る
新
機
能
デ
バ
イ
ス
・
高
性
能

材
料
の
創
成

⑧	�

近
未
来
型
も
の
づ
く
り
を
先
導
す
る
革
新
的
設
計
・
製

造
プ
ロ
セ
ス
の
開
発

（
基
礎
科
学
の
発
展
）

⑨	

宇
宙
の
基
本
法
則
と
進
化
の
解
明

こ
れ
ら
重
点
課
題
以
外
に
も
、
一
般
の
利
用
者
に
向
け

た
試
行
的
利
用
の
公
募
を
7
月
21
日
に
開
始
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
研
究
課
題
の
実
施

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
世
界
的
な
感
染
拡
大
を

受
け
、
早
期
の
課
題
解
決
に
貢
献
す
る
た
め
に「
富
岳
」に

お
い
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
研
究
課
題
へ
使
用
可
能

な
一
部
の
計
算
資
源
を
供
出
す
る
こ
と
を
緊
急
的
に
決
定

し
、
現
在
、
次
の
五
つ
の
課
題
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

「
富
岳
」は
、
政
策
的
に
重
要
か
つ
緊
急
な
課
題
に
対
し

て
貢
献
で
き
る
よ
う
、
今
後
も
柔
軟
に
対
応
し
て
ま
い
り

ま
す
。

①	

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
治
療
薬
候
補
同
定

分
子
動
力
学
計
算
に
よ
り
、
約
2
0
0
0
種
の
既
存
医

薬
品
の
中
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
標
的
タ
ン
パ

ク
質
に
高
い
親
和
性
を
示
す
治
療
薬
候
補
を
探
索
・
同

定
す
る
。（
課
題
代
表
者
：
理
化
学
研
究
所 

科
技
ハ
ブ

産
連
本
部
医
科
学
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ハ
ブ
推
進
プ
ロ
グ
ラ

ム
副
プ
ロ
グ
ラ
ム
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
／
京
都
大
学
大
学
院

医
学
研
究
科
教
授　

奥
野 

恭
史
氏
）

（
中
間
成
果
）

分
子
動
力
学
計
算（
M
O
D
法
）に
よ
り
、
臨
床
試
験

の
対
象
と
な
っ
て
い
る
既
存
の
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
に
限
定

し
な
い
2
，1
2
8
種
類
の
既
存
医
薬
品
と
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
関
連
す
る
標
的
タ
ン
パ
ク
質（
メ
イ
ン
プ
ロ

テ
ア
ー
ゼ
）の
親
和
性
を
分
子
レ
ベ
ル
で
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
し
、
数
十
種
類
の
医
薬
品
が
高
い
親
和
性
を
示
す
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
な
お
、
今
回
の
標
的
タ
ン
パ
ク

質（
メ
イ
ン
プ
ロ
テ
ア
ー
ゼ
）は
、
ウ
イ
ル
ス
が
細
胞
に

侵
入
し
、
増
殖
す
る
過
程
で
作
用
す
る
酵
素
タ
ン
パ
ク

質
で
す
。

判
明
し
た
数
十
種
類
の
医
薬
品
の
中
に
は
、
既
に
海
外

で
臨
床
試
験
が
開
始
さ
れ
た
も
の
な
ど
も
含
ま
れ
て
お

り
、
結
果
の
信
頼
性
は
高
く
、
今
後
、
研
究
所
、
製

薬
企
業
等
と
連
携
し
て
こ
れ
ら
の
治
療
薬
候
補
を
治
験

に
つ
な
げ
て
い
く
予
定
で
す
。
ま
た
、
そ
の
他
の
標
的

タ
ン
パ
ク
質
に
も
順
次
同
様
の
手
法
を
用
い
た
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

②	�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
表
面
の
タ
ン
パ
ク
質
動
的
構
造
予

測ク
ラ
イ
オ
電
子
顕
微
鏡
に
よ
っ
て
解
か
れ
た
ウ
イ
ル
ス

表
面
タ
ン
パ
ク
質
の
立
体
構
造
を
初
期
モ
デ
ル
と
し
て
、

そ
の
立
体
構
造
の
動
き
を「
富
岳
」を
用
い
た
分
子
動

力
学
計
算
で
予
測
す
る
。（
課
題
代
表
者
：
理
化
学
研

究
所
計
算
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
粒
子
系
生
物
物
理
研
究

チ
ー
ム
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー　

杉
田 

有
治
氏
）

（
中
間
成
果
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
細
胞
に
侵
入
す
る
過
程
で
、

ウ
イ
ル
ス
表
面
の
突
起（S protein

）
の
一
部
の
構

造（RBD

）
が
転
移
し
、
細
胞
の
受
容
体（A

CE2 
receptor

）と
結
合
し
ま
す
。
今
回
、
分
子
動
力
学
計

算
を
用
い
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
な
か
で
不
活

性
な
構
造（RBD

が
閉
じ
た
構
造
）か
ら
活
性
な
構
造

（RBD

が
開
い
た
構
造
）へ
転
移
す
る
途
中
過
程
で
、

活
性
状
態
よ
りRBD

が
よ
り
開
い
た
状
態
が
存
在
す

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
にS protein

の
標的タンパク質と薬剤の結合シミュレーション
（黄色：結合ポケット、ピンク色：薬剤分子）

標的タンパク質：
6M03, 3CLpro, 612aa 
Main protease
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不
活
性
状
態
か
ら
活
性
状
態
へ
の
構
造
転
移
の
過
程
を

詳
細
に
分
析
す
る
こ
と
で
、
構
造
転
移
の
阻
害
に
作
用

す
る
薬
剤
の
開
発
へ
の
貢
献
が
期
待
で
き
ま
す
。

③	�

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
現
象
及
び
対
策
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
解

析今
後
生
じ
う
る
社
会
経
済
活
動
へ
の
影
響
を
評
価
し
、

収
束
シ
ナ
リ
オ
と
そ
の
実
現
方
法
を
探
る
。
併
せ
て
ウ

イ
ル
ス
の
変
異
な
ど
に
よ
り
感
染
・
発
病
の
経
過
が
変

化
し
た
場
合
に
起
こ
り
う
る
事
象
へ
の
対
応
を
立
案
す

る
。（
課
題
代
表
者
：
理
化
学
研
究
所
計
算
科
学
研

究
セ
ン
タ
ー
離
散
事
象
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
研
究
チ
ー
ム

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー　

伊
藤 

伸
泰
氏
）

（
中
間
成
果
）

接
触
確
認
ア
プ
リ
の
効
果
：
一
定
の
条
件
下
で
接
触
確

認
ア
プ
リ
が
ど
の
程
度
の
効
果
を
発
揮
す
る
か
検
証
し

た
結
果
、
濃
厚
接
触
者
へ
の
発
症
か
ら
ア
ラ
ー
ト
発
報

の
期
間
が
短
い
ほ
ど
有
効
で
あ
る
こ
と
が
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
上
で
も
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ア
ラ
ー
ト
の

発
報
対
象
者
を
6
日
以
上
遡
っ
て
発
報
し
た
場
合
、
と

発
報
対
象
者
を
10
日
以
上
隔
離
し
た
場
合
の
い
ず
れ
に

お
い
て
も
感
染
者
割
合
の
最
大
値
に
は
ほ
と
ん
ど
変
化

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
さ
ら
に
、
感
染
者
割
合
の
低

減
効
果
は
ア
プ
リ
普
及
率
の
2
乗
に
比
例
し
た
関
係
に

あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

経
済
へ
の
影
響
評
価
：
活
動
自
粛
に
よ
る
経
済
へ
の
影

響
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
、
活
動
自
粛
が
全
国
で
2
か

月
間
続
い
た
場
合
に
は
最
大
で
G
D
P
を
7
・
8
％
押

し
下
げ
る
結
果
を
得
て
い
ま
す
。

今
後
、
S
N
S
デ
ー
タ
を
用
い
た
社
会
へ
の
影
響
評
価

を
実
施
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
や
活

動
自
粛
に
よ
り
ど
の
よ
う
な
社
会
的
影
響
を
受
け
て
い

る
か
検
証
し
て
い
き
ま
す
。

④	�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
タ
ン
パ
ク
質
に
対
す
る
フ
ラ

グ
メ
ン
ト
分
子
軌
道
計
算

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
タ
ン
パ
ク
質
に
対
す
る
フ
ラ

グ
メ
ン
ト
分
子
軌
道
計
算
を
系
統
的
に
実
施
し
、
詳
細

な
相
互
作
用
解
析
を
行
う
。（
課
題
代
表
者
：
立
教
大

学
理
学
部
教
授　

望
月 

祐
志
氏
）

（
中
間
成
果
）

生
態
環
境
下
で
の
フ
ラ
グ
メ
ン
ト
分
子
軌
道
法

（
F
M
O
）を
用
い
メ
イ
ン
プ
ロ
テ
ア
ー
ゼ
と
N
3
阻
害

剤
・
既
存
薬
剤（
ネ
ル
フ
ィ
ナ
ビ
ル
、
ロ
ピ
ナ
ビ
ル
）の
相

互
作
用
を
検
証
し
た
結
果
、
ネ
ル
フ
ィ
ナ
ビ
ル
は
N
3

阻
害
剤
と
同
程
度
の
結
合
度
合
い
を
示
し
、
ロ
ピ
ナ
ビ

ル
は
6
割
程
度
の
結
合
度
合
い
で
あ
る
と
の
結
果
が
得

ら
れ
ま
し
た
。
既
存
薬
剤
の
結
合
性
評
価
や
新
規
化
合

物
の
相
互
作
用
ベ
ー
ス
の
設
計
に
貢
献
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

クライオ電子顕微鏡の捉えたS proteinの構造

立体構造転移

N3阻害剤（結晶構造あり） ネルフィナビル

ロピナビル

立体構造転移の過程を
シミュレーションしている
中で発見された活性状態より
RBDが開いた構造

14日間で日本全国へ影響が拡大していく様子が確認できる。
東京23区の経済活動を止めた場合の影響シミュレーション

メインプロテアーゼと阻害剤・既存薬剤の結合シミュレーション
（黄色：阻害剤・既存薬剤）

1日目

14日目

活性状態 不活性状態
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スーパーコンピュータ「富岳」がスパコンランキングで世界１位を獲得特集1

ま
た
、
ス
パ
イ
ク
タ
ン
パ
ク
質
の
不
活
性
時
と
活
性
時

の
構
造
に
お
け
る
タ
ン
パ
ク
質
内
部
の
ア
ミ
ノ
酸
残
基

レ
ベ
ル
で
の
相
互
作
用
を
F
M
O
に
よ
り
可
視
化
し
、

RBD
に
お
い
て
特
に
顕
著
な
差
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

⑤	�

室
内
環
境
に
お
け
る
ウ
イ
ル
ス
飛ひ

沫ま
つ

感
染
の
予
測
と
そ

の
対
策

通
勤
列
車
内
、
オ
フ
ィ
ス
、
教
室
、
病
室
と
い
っ
た
室

内
環
境
に
お
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
特
性
を

考
慮
し
た
飛
沫
の
飛
散
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
感

染
リ
ス
ク
評
価
を
行
っ
た
上
で
、
感
染
リ
ス
ク
低
減
対

策
の
提
案
を
行
う
。（
課
題
代
表
者
：
理
化
学
研
究
所

計
算
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
複
雑
現
象
統
一
的
解
法
研
究

チ
ー
ム
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
／
神
戸
大
学
大
学
院
シ
ス
テ
ム

情
報
学
研
究
科
教
授　

坪
倉 

誠
氏
）

（
中
間
成
果
）

不
織
布
マ
ス
ク
の
使
用
時
の
ウ
イ
ル
ス
飛
沫
の
飛
散
状

況
、
満
員
時
と
閑
散
時
及
び
窓
開
閉
時
と
ド
ア
開
閉

時
の
列
車
内
の
飛
沫
飛
散
状
況
、
湿
度
に
よ
る
飛
沫
エ

ア
ロ
ゾ
ル
の
飛
散
状
況
、
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
使
用
し
た

際
の
飛
沫
飛
散
の
防
止
効
果
、
室
内
で
は
オ
フ
ィ
ス
と

病
室
の
飛
沫
飛
散
状
況
を
そ
れ
ぞ
れ
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

し
、
視
覚
的
に
表
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
一
定
の
条
件

下
で
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
動
画
に
な
り
ま
す
が
、 

”新

た
な
生
活
様
式
“
の
実
現
に
向
け
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

作
成
や
効
果
的
な
感
染
防
止
対
策
の
検
討
へ
の
貢
献
が

期
待
さ
れ
ま
す
。 

文
部
科
学
省
と
し
て
は
、「
富
岳
」がSociety5.0

を
支

え
る
重
要
な
研
究
基
盤
で
あ
り
、
日
本
の
高
い
技
術
力
の

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
国
内
の
大
学
や
産
業
界
な
ど
に
広
く
利

活
用
さ
れ
る
と
と
も
に
、
国
際
的
に
も
そ
の
成
果
が
発
信

さ
れ
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
引
き
続
き
令
和
3
年
度
の
共

用
開
始
に
向
け
て「
富
岳
」の
整
備
を
着
実
に
実
施
し
、
早

期
の
成
果
創
出
に
向
け
て
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

パーテーションの効果シミュレーション
（上：パーテーションなし）
（下：パーテーションあり）

マスク着用時のウイルス飛沫の飛散シミュレーション
（左：マスクなし、中：マスク着用（隙間あり）、 右：マスク着用（隙間なし））

満員電車内の空気の換気度合いのシミュレーション
（左：窓を閉めている時、 右：窓を開けている時）
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令和元年度文部科学白書
特集１：教育の情報化～GIGAスクール構想の実現に向けて～
特集２：ラグビーワールドカップ2019日本大会の軌跡とレガシー

文部科学省総合教育政策局政策課

文部科学省では、教育、科学技術・学術、スポーツ、文化芸術にわたる文部科学省全体の
施策を広く国民に紹介することを目的とし、文部科学白書を毎年刊行しています。

このたび、令和元年度文部科学白書を公表しました。

特集2

文
部
科
学
省
で
は
、
令
和
2
年
7
月
に
、
令
和
元
年
度

文
部
科
学
白
書
を
公
表
し
ま
し
た
。
文
部
科
学
白
書
は
例

年
、
第
1
部
が
特
集
、
第
2
部
が
文
教
・
科
学
技
術
施
策

全
般
の
年
次
報
告
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
稿
で
は
、
特
集

の
概
要
を
お
伝
え
し
ま
す
。

令
和
元
年
度
文
部
科
学
白
書
で
は
、
特
集
テ
ー
マ
と
し

て
、「
教
育
の
情
報
化
〜
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
の
実
現

に
向
け
て
〜
」、「
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
2
0
1
9
日

本
大
会
の
軌
跡
と
レ
ガ
シ
ー
」の
二
つ
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

特
集
１

教
育
の
情
報
化
～
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構

想
の
実
現
に
向
け
て
～

Society5.0

時
代
を
生
き
る
子
供
た
ち
に
と
っ
て
、
教

育
に
お
い
て
も
I
C
T
を
基
盤
と
し
た
先
端
技
術
等
の
効

果
的
な
活
用
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
一
方
で
、
現
在
の
学
校

I
C
T
環
境
の
整
備
は
社
会
か
ら
大
き
く
遅
れ
て
お
り
、

自
治
体
間
の
格
差
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
情
報
格

差
が
、
経
済
格
差
延
い
て
は
は
学
力
格
差
を
生
じ
さ
せ
、

さ
ら
に
情
報
格
差
を
生
み
だ
す
と
い
う
悪
循
環
の
構
造
が

存
在
し
こ
れ
を
是
正
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
加

え
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
よ
る
学
校
休

業
で
は
、
学
び
に
お
い
て
家
庭
と
学
校
と
を
つ
な
ぐ
必
要

性
も
高
ま
り
ま
し
た
。
全
国
で
子
供
た
ち
が
ひ
と
し
く
教

育
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
令
和
時
代
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
学

校
像
と
し
て
、
全
国
一
斉
の
I
C
T
環
境
整
備
が
急
務
と

な
っ
て
い
ま
す
。
本
特
集
で
は
、
令
和
元
年
度
補
正
予
算

事
業「
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
の
実
現
」に
お
い
て
、
教

育
の
情
報
化
の
基
盤
と
し
て
進
め
て
い
る
学
校
I
C
T
環

境
整
備
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
、
こ
れ
ま
で
の
動
向
や
そ
の
概

要
、
さ
ら
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
受
け
た
令
和

2
年
度
補
正
予
算
事
業
の
概
要
、
今
後
の
展
望
に
つ
い
て

紹
介
し
て
い
ま
す
。

第
1
節

教
育
の
情
報
化
を
取
り
巻
く
現
状

○
学
校
の
I
C
T
環
境
の
現
状

学
校
の
I
C
T
環
境
は
、「
教
育
の
I
C
T
化
に
向

け
た
環
境
整
備
5
か
年
計
画（
2
0
1
8
〜
2
0
2
2
年

度
）」に
基
づ
き
、
単
年
度
1
8
0
5
億
円
の
地
方
財
政
措

置
が
講
じ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
文
部
科
学
省
で
は
こ
の
地

方
財
政
措
置
の
積
極
的
な
活
用
の
促
進
に
向
け
、
先
進
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
自
治
体
の
学
校
に
お
け
る
I
C
T
活

用
事
例
の
紹
介
や
、
市
町
村
ご
と
の
整
備
状
況
を
わ
か
り

や
す
く
グ
ラ
フ
化
し
地
図
で
示
す
な
ど
の
取
組
を
実
施
し

て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
文
部
科
学
省
が
実
施
す
る「
平
成
30

年
度
学
校
に
お
け
る
教
育
の
情
報
化
の
実
態
等
に
関
す
る

調
査
」に
よ
れ
ば
、
第
3
期
教
育
基
本
計
画
に
定
め
た
学

習
者
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
整
備
目
標
値
で
あ
る
3
人
に
1
台

に
対
し
て
、
平
成
31
年
3
月
現
在
の
全
国
平
均
値
は
5
・

4
人
に
1
台（
前
年
度
は
5
・
6
人
に
1
台
）に
と
ど
ま
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
都
道
府
県
別
に
見
る
と
最
高
で
1
・

9
人
に
1
台
、
最
低
で
7
・
5
人
に
1
台
と
な
っ
て
お
り
、

さ
ら
に
市
区
町
村
別
で
は
そ
の
差
が
拡
大
し
て
い
る
な
ど
、

自
治
体
の
取
組
に
よ
り
大
き
な
ば
ら
つ
き
が
見
ら
れ
、
子

供
た
ち
が
通
う
学
校
の
環
境
に
差
が
生
じ
て
し
ま
っ
て
い
る

状
況
で
す
。
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令和元年度文部科学白書特集2

○
教
育
に
お
け
る
I
C
T
利
活
用
の
現
状

経
済
協
力
開
発
機
構（
O
E
C
D
）が
2
0
1
8
年
度

に
実
施
し
た「
生
徒
の
学
習
達
成
度
調
査（
P
I
S
A
：
ピ

ザ
）」で
は
、
参
加
国
の
生
徒
に
I
C
T
活
用
調
査
も
調
査

し
て
い
ま
す
。

こ
の
結
果
で
は
、
学
校
外
で
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利

用
時
間
は
、
ネ
ッ
ト
上
で
の
チ
ャ
ッ
ト
や
ゲ
ー
ム
を
利
用
す

る
頻
度
の
高
い
生
徒
の
割
合
が
O
E
C
D
平
均
を
超
え
る

一
方
で
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ
て
宿
題
を
す
る
頻
度
が

O
E
C
D
加
盟
国
中
最
下
位
で
あ
る
と
い
う
結
果
が
示
さ

れ
ま
し
た
。

同
じ
く
O
E
C
D
が
2
0
1
8
年
に
教
員
を
対
象
に
実

施
し
た「
国
際
教
員
指
導
環
境
調
査（
T
A
L
I
S
：
タ
リ

ス
）」の
結
果
に
よ
れ
ば
、
わ
が
国
の
教
員
が
学
校
で
児
童

生
徒
に
課
題
や
学
級
で
の
活
動
に
I
C
T
を
活
用
さ
せ
る

割
合
は
20
％
に
至
っ
て
お
ら
ず
、
T
A
L
I
S
参
加
国
48

か
国
の
中
で
最
下
位
レ
ベ
ル
と
い
う
結
果
が
示
さ
れ
て
い
ま

す
。こ

れ
ら
の
結
果
か
ら
、
日
本
で
は
子
供
た
ち
に
と
っ
て
も

学
校
現
場
に
と
っ
て
も
、
言
い
換
え
れ
ば
社
会
全
体
が
学

習
の
た
め
に
I
C
T
を
活
用
す
る
と
い
う
認
識
が
極
め
て

低
い
こ
と
、
そ
の
結
果
、
特
に
学
校
に
お
け
る
利
活
用
が

世
界
か
ら
大
き
く
後
塵
を
拝
し
て
い
る
と
い
う
状
況
に
至
っ

て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

第
2
節

教
育
の
情
報
化
に
関
す
る
施
策

○
先
端
技
術
活
用
推
進
方
策

こ
の
よ
う
な
動
き
の
中
、
文
部
科
学
省
は
令
和
元
年

6
月
、「
新
時
代
の
学
び
を
支
え
る
先
端
技
術
活
用
推

進
方
策（
最
終
ま
と
め
）」を
公
表
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

Society5.0

時
代
を
見
据
え
、
新
時
代
に
求
め
ら
れ
る
教

育
の
在
り
方
や
、
教
育
現
場
で
I
C
T
環
境
を
基
盤
と
し

た
先
端
技
術
や
教
育
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
意
義
と

課
題
、
今
後
の
取
組
方
策
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

今
後
、
文
部
科
学
省
で
は
、
令
和
2
年
度
内
を
目
途
に

「
学
校
現
場
に
お
け
る
先
端
技
術
利
活
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

を
策
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
教
育
デ
ー
タ
の

利
活
用
に
関
し
て
、
同
じ
く
令
和
2
年
度
中
に
有
識
者
を

交
え
て
一
定
の
結
論
を
得
る
な
ど
し
て
、
取
組
を
加
速
し

て
い
き
ま
す
。

○
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
の
実
現

こ
れ
ま
で
の
地
方
財
政
措
置
を
活
用
し
た
環
境
整
備
の

促
進
だ
け
で
は
な
い
国
が
主
導
す
る
学
校
の
I
C
T
環
境

整
備
の
早
急
な
対
応
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
政
府
で
議
論

が
積
み
重
ね
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
令
和
元
年
12
月
5
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た

「
安
心
と
成
長
の
未
来
を
拓
く
総
合
経
済
対
策
」で
は
、「
初

等
中
等
教
育
に
お
い
て
、Society5.0

と
い
う
新
た
な
時

代
を
担
う
人
材
の
教
育
や
、
特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る

な
ど
の
多
様
な
子
供
た
ち
を
誰
一
人
取
り
残
す
こ
と
の
な

い
一
人
一
人
に
応
じ
た
個
別
最
適
化
学
習
に
ふ
さ
わ
し
い

環
境
を
速
や
か
に
整
備
す
る
た
め
、
学
校
に
お
け
る
高
速

大
容
量
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境（
校
内
L
A
N
）の
整
備
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
特
に
、
義
務
教
育
段
階
に
お
い
て
、

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

①教育用コンピュータ１台当たりの児童生徒数 5.4人/台 （5.6人/台） （目標：3クラスに1クラス分程度）
②普通教室の無線LAN整備率 41.0％ （34.5％） （目標：100％）
　普通教室の校内LAN整備率 89.9% （90.2％） （目標：100％）
③インターネット接続率（  30Mbps以上） 93.9％ （91.8％） （目標：100％）
　インターネット接続率（100Mbps以上） 70.3％ （63.2％） 
④普通教室の大型提示装置整備率 52.2%  （目標：100％（1学級当たり1台））

2018～2022年度の目標

（　　）は前回調査（平成30年3月1日）の数値

H31年3月1日現在

教
育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

  

１
台
当
た
り
の
児
童
生
徒
数

100
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80

70

60

50

40

30

20

10

0

%

（出典　教員環境の国際⽐較：OECD国際教員指導環境調査（TALIS）2018報告書をもとに作成）

（出典　学校における教育の情報化の実態等に関する調査〔確定値〕（平成31年３月現在））

ホームページでは全市町村別の状況を公開　http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/1420641.htm

学校の ICT環境整備の現状（平成31（2019）年3月）

OECD/TALIS 2018年　教員環境の国際比較

中学校で生徒に課題や学級での活動に ICTを活用させる

http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/1420641.htm
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令
和
5
年
度
ま
で
に
、
全
学
年
の
児
童
生
徒
一
人
一
人
が

そ
れ
ぞ
れ
端
末
を
持
ち
、
十
分
に
活
用
で
き
る
環
境
の
実

現
を
目
指
す
こ
と
と
し
、
事
業
を
実
施
す
る
地
方
公
共
団

体
に
対
し
、
国
と
し
て
継
続
的
に
財
源
を
確
保
し
、
必
要

な
支
援
を
講
ず
る
こ
と
」と
の
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
さ

ら
に
こ
れ
を
踏
ま
え
、「
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
の
実
現
」

と
し
て
、
元
年
度
補
正
予
算
に
2
3
1
8
億
円
が
計
上
さ

れ
ま
し
た
。

本
事
業
は
、
校
内
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
事
業
と
、

児
童
生
徒
1
人
1
台
端
末
整
備
事
業
の
二
つ
の
柱
か
ら
な

り
ま
す
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
に
つ
い
て
は
、
希
望
す
る
国
公
私
立

全
て
の
小
学
校
・
中
学
校
・
特
別
支
援
学
校
・
高
等
学
校
等

に
お
け
る
校
内
L
A
N
を
整
備
す
る
た
め
、
各
学
校
の
設

置
者
に
対
し
、
校
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
に
あ
た
っ
て
の
諸

経
費
の
一
部
を
補
助
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
補
助
割

合
に
つ
い
て
は
2
分
の
1
と
す
る
も
の
の
、
一
部
地
方
交

付
税
措
置
を
充
て
る
こ
と
に
よ
り
、
自
治
体
の
負
担
が
少

な
く
整
備
で
き
る
よ
う
全
国
一
律
の
整
備
に
取
り
組
む
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
の
端
末
整
備
に
つ
い
て
は
、
1
人
1
台
端
末

の
整
備
に
向
け
、
国
公
私
立
の
小
学
校
・
中
学
校
・
特
別

支
援
学
校
等
の
児
童
生
徒
が
使
用
す
る
P
C
端
末
の
う

ち
、
地
方
財
政
措
置
が
な
さ
れ
て
い
な
い
全
体
の
3
分
の

2
に
つ
い
て
国
が
支
援
す
る
こ
と
と
し
、
上
限
4
万
5
千

円
の
定
額
補
助
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
予
算
の
措
置
に
当
た
っ
て
は
、
各
自
治
体
に

お
い
て
様
々
な
整
備
計
画
や
活
用
計
画
を
ま
と
め
て
も
ら

う
こ
と
を
条
件
と
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
計
画
を
基
に
継
続

的
な
学
校
I
C
T
環
境
整
備
、
I
C
T
利
活
用
が
な
さ
れ

る
よ
う
、
国
と
自
治
体
が
P
D
C
A
を
回
し
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
整
備
で
は
、
大
規
模
な
端
末
導
入
な
ど
の
整
備

を
効
率
化
し
て
安
価
な
も
の
と
す
べ
く
、
従
来
の
ア
ン
プ
レ

ミ
ス
の
端
末
か
ら
、
ク
ラ
ウ
ド
を
活
用
し
た
ブ
ラ
ウ
ザ
ベ
ー

ス
と
呼
ば
れ
る
端
末
を
三
つ
の
O
S
ご
と
に
標
準
仕
様
書

と
し
て
示
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
新
た
な
方
針
に
沿
っ
た

通
信
環
境
整
備
に
向
け
た
仕
様
も
提
示
し
て
い
ま
す
。

○
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
の
加
速
に
よ
る
学
び
の
保
障

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
の
た
め
に
令

和
2
年
3
月
に
全
国
各
地
で
行
わ
れ
た
学
校
の
臨
時
休
業

に
際
し
て
は
、
遠
隔
学
習
な
ど
I
C
T
を
活
用
し
子
供
た

ち
が
学
習
を
継
続
で
き
る
よ
う
取
り
組
む
地
域
が
報
告
さ

れ
る
一
方
で
、
多
く
の
地
域
に
お
い
て
は
そ
も
そ
も
の
環

境
が
整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
対
応
で
き
な
い
な
ど
、
自
治
体

間
の
取
組
に
お
い
て
格
差
が
よ
り
顕
著
に
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
事
態
を
踏
ま
え
、
令
和
2
年
4
月
20
日
に

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
経
済
対
策
」が
閣

議
決
定
さ
れ
、「
令
和
5
年
度
ま
で
の
児
童
生
徒
1
人
1

台
端
末
の
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
加
速
、
学
校
現
場
へ
の

I
C
T
技
術
者
の
配
置
の
支
援
、
在
宅
・
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習

に
必
要
な
通
信
環
境
の
整
備
を
図
る
と
と
も
に
、
在
宅
で

の
P
C
等
を
用
い
た
問
題
演
習
に
よ
る
学
習
・
評
価
が
可

能
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
実
現
を
目
指
す
」こ
と
と
さ
れ

る
と
と
も
に
、
令
和
2
年
度
補
正
予
算
で
は
G
I
G
A
ス

ク
ー
ル
構
想
の
加
速
に
よ
る
学
び
の
保
障
の
た
め
必
要
な
経

費
と
し
て
2
2
9
2
億
円
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

図　GIGAスクール構想の実現

図　GIGAスクール構想の加速による学びの保障
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第
3
節

今
後
に
向
け
て

こ
れ
ら
補
正
予
算
に
お
け
る
補
助
事
業
等
を
活
用
し
な

が
ら
、
学
校
の
み
な
ら
ず
緊
急
時
に
は
家
庭
に
お
い
て
も
、

I
C
T
の
活
用
に
よ
り
全
て
の
子
供
た
ち
の
学
び
を
保
障

で
き
る
環
境
を
早
急
に
実
現
で
き
る
よ
う
、「
G
I
G
A
ス

ク
ー
ル
構
想
」に
お
け
る
自
治
体
の
整
備
へ
の
支
援
を
加
速

し
て
ま
い
り
ま
す
。

I
C
T
活
用
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
子
供
た
ち
が

I
C
T
を
適
切
か
つ
効
果
的
に
活
用
で
き
る
よ
う
情
報
手

段
の
基
本
的
な
操
作
の
習
得
や
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
的
思

考
、
情
報
モ
ラ
ル
等
を
含
む
情
報
活
用
能
力
を
育
成
し
て

い
く
こ
と
も
重
要
で
す
。
ま
た
1
人
1
台
端
末
環
境
の
整

備
と
併
せ
て
、
統
合
型
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
を
は
じ
め
と
し

た
I
C
T
の
導
入
・
運
用
を
加
速
し
て
い
く
こ
と
で
、
授

業
準
備
や
成
績
処
理
等
の
負
担
軽
減
に
も
資
す
る
も
の
で

あ
り
、
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
に
も
つ
な
が
っ
て
い
き

ま
す
。

文
部
科
学
省
と
し
て
は
、
1
人
1
台
端
末
と
高
速
大
容

量
の
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
う
ハ
ー
ド
面
の
整
備
に
加
え

て
、
ソ
フ
ト
面
、
指
導
体
制
を
一
体
と
し
た
教
育
改
革
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ソ
フ
ト
面
の
充
実
と
し
て
は
、
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
・
教
材

な
ど
良
質
な
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
の
活
用
を
令
和
2
年
度

か
ら
順
次
促
進
し
ま
す
。
元
年
12
月
に「
教
育
の
情
報
化

に
関
す
る
手
引
き（
令
和
元
年
12
月
）」を
公
表
し
、
各
学

校
段
階
・
教
科
等
に
お
け
る
I
C
T
を
活
用
し
た
指
導
の

具
体
例
を
提
示
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
と
も
情
報
の
収
集
・

把
握
を
行
い
、
そ
の
普
及
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の

取
組
に
よ
り
、
デ
ジ
タ
ル
な
ら
で
は
の
学
び
の
充
実
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

指
導
体
制
の
充
実
と
し
て
は
、
各
地
域
の
指
導
者
養
成

研
修
の
実
施
、
I
C
T
環
境
整
備
の
加
速
と
そ
の
効
果
的

な
活
用
を
一
層
促
進
す
る
た
め
の
I
C
T
活
用
教
育
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
活
用
や
学
校
に
お
け
る
教
員
の
I
C
T
活
用

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
の
I
C
T
支
援
員
の
活
用
促
進
と

い
っ
た
取
組
を
行
う
こ
と
で
、
日
常
的
に
I
C
T
を
活
用

で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

1
人
1
台
端
末
環
境
と
高
速
大
容
量
の
通
信
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
一
体
的
な
整
備
に
よ
り
、
日
本
の
学
校
教
育
は

大
き
く
変
わ
り
ま
す
。
平
成
の
時
代
、
I
C
T
端
末
は

「
学
校
に
あ
っ
た
ら
い
い
な
」と
い
う
も
の
で
し
た
が
、
令
和

の
時
代
に
は「
マ
ス
ト
ア
イ
テ
ム
」で
あ
り
、「
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
」で
あ
る
社
会
を
早
期
に
構
築
し
て
い
き
ま
す
。

特
集
2

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
2
0
1
9

日
本
大
会
の
軌
跡
と
レ
ガ
シ
ー

第
1
節

総
論

2
0
1
9（
令
和
元
）年
9
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
、
日

本
全
国
12
会
場
で
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
2
0
1
9
日

本
大
会（
以
下
、「
R
W
C
2
0
1
9
日
本
大
会
」と
い
う
。）

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
で
の
日
本
代
表
の
活
躍
は
日

本
中
に
多
く
の
感
動
を
も
た
ら
し
、
R
W
C
2
0
1
9
日

本
大
会
の
成
功
は
社
会
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
ま
し

た
。
ま
た
、
日
本
は
ア
ジ
ア
か
つ
ラ
グ
ビ
ー
伝
統
国
以
外
で

初
め
て
の
開
催
地
と
し
て
ア
ジ
ア
圏
を
含
む
世
界
中
か
ら

大
き
な
注
目
を
集
め
ま
し
た
。

大
会
は
、
日
本
代
表
の
活
躍
は
も
と
よ
り
ラ
グ
ビ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
2
0
1
9
組
織
委
員
会（
以
下
、
R
W
C

組
織
委
員
会
と
い
う
。）
や
開
催
都
市
等
の
多
大
な
努

力
に
よ
っ
て
円
滑
な
大
会
運
営
が
行
わ
れ
、
成
功
裏
に

閉
幕
し
ま
し
た
。
チ
ケ
ッ
ト
販
売
や
観
客
動
員
も
好
調

で
、
チ
ケ
ッ
ト
の
販
売
数
は
、
最
終
的
な
販
売
可
能
席

約
1
8
5
万
3
0
0
0
枚
の
う
ち
約
1
8
4
万
枚
と

な
り
、
販
売
率
は
約
99
・
3
％
（
中
止
と
な
っ
た
プ
ー

ル
戦
3
試
合
を
含
む
）
に
達
し
、
観
客
動
員
数
は
延

べ
1
7
0
万
4
4
4
3
人
、
1
試
合
平
均
観
客
数
は

3
万
7
8
7
7
人
で
し
た（
と
も
に
中
止
と
な
っ
た
プ
ー

ル
戦
3
試
合
を
除
く
）。
各
開
催
都
市
に
開
設
さ
れ
た
全

国
16
か
所
の
フ
ァ
ン
ゾ
ー
ン
に
は
、
国
内
外
か
ら
多
く
の

人
が
訪
れ
、
大
会
期
間
中
、
全
会
場
合
計
の
来
場
者
数
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は
1
1
3
万
7
2
8
8
人
で
し
た
。
フ
ァ
ン
ゾ
ー
ン
で
の
交

流
は
、
単
に
試
合
を
観
戦
す
る
だ
け
で
な
く
、
国
内
外
の

フ
ァ
ン
同
士
を
結
び
付
け
る
大
き
な
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し

た
。
な
お
、
チ
ケ
ッ
ト
の
販
売
率
や
フ
ァ
ン
ゾ
ー
ン
の
入
場

者
数
は
、
こ
れ
ま
で
開
催
さ
れ
た
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
の
中
で
最
高
記
録
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
特
集
で
は
、
ま
ず
R
W
C
2
0
1
9
日
本
大
会
の
概

要
や
結
果
を
ま
と
め
、
ア
ジ
ア
初
の
ベ
ス
ト
8
進
出
を
果
た

し
た
日
本
代
表
の
活
躍
を
振
り
返
り
ま
す
。
そ
し
て
、
文

部
科
学
省
と
し
て
行
っ
た
大
会
成
功
に
向
け
た
機
運
醸
成

を
図
る
た
め
の
取
組
や
地
方
自
治
体
の
取
組
、
大
会
の
レ

ガ
シ
ー
と
し
て
今
後
進
め
て
い
く
ラ
グ
ビ
ー
普
及
に
向
け
た

取
組
等
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

第
2
節

大
会
の
開
催
に
つ
い
て

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
は
、
4
年
に
1
度
開
催
さ
れ

る
15
人
制
ラ
グ
ビ
ー
の
世
界
王
者
決
定
戦
で
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
、
F
I
F
A
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ（
サ
ッ
カ
ー
）と
と
も
に
世
界
三
大
ス
ポ
ー
ツ
大
会
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。
第
1
回
大
会
は
1
9
8
7（
昭
和
62
）年

に
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
共
催
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
以
後
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
や
ウ
ェ
ー
ル
ズ
な
ど

の
ラ
グ
ビ
ー
伝
統
国
で
開
催
さ
れ
、
今
回
で
第
9
回
と
な

り
ま
し
た
。
回
を
重
ね
る
ご
と
に
大
会
の
規
模
が
拡
大
し
、

世
界
中
の
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

大
会
の
開
幕
戦
が
行
わ
れ
た
9
月
20
日
は
、
試
合
前
に

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
大
会
マ
ス
コ
ッ
ト
の
モ
デ
ル
に

も
な
っ
て
い
る
歌
舞
伎
の
連
獅
子
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
富

士
山
に
な
ぞ
ら
え
た
ス
ク
リ
ー
ン
に
こ
れ
ま
で
の
大
会
の
映

像
が
映
し
出
さ
れ
る
な
ど
の
演
出
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
本
大
会
の
名
誉
総
裁
で
あ
る
秋
篠
宮
皇
嗣
殿
下
は
、

「
こ
の
大
会
を
一
つ
の
契
機
と
し
て
、
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー

ル
が
さ
ら
に
発
展
し
て
い
く
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ

た
交
流
が
、
世
界
の
人
々
の
友
情
と
親
交
を
深
め
て
い
く

こ
と
を
心
か
ら
願
い
」、
開
会
を
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。

第
3
節

日
本
代
表
の
活
躍

日
本
代
表
は
、
予
選
プ
ー
ル
を
全
勝
で
勝
ち
抜
き
、
史

上
初
の
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
出
し
ま
し
た
。

準
々
決
勝
で
は
残
念
な
が
ら
大
会
優
勝
チ
ー
ム
と
な
っ

た
南
ア
フ
リ
カ
に
敗
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
日
本
代
表
は

全
試
合
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
、
日
本
中
が
熱
気
に
包
ま
れ

る
と
と
も
に
、
ノ
ー
サ
イ
ド
と
な
る
ま
で
全
力
で
戦
う
姿

は
国
民
に
夢
や
感
動
を
与
え
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
感
動
は
、
ラ
グ
ビ
ー
自
体
が
も
つ
魅
力
に
加
え
、
ラ
グ

ビ
ー
の
代
表
チ
ー
ム
特
有
で
あ
る
様
々
な
バ
ッ
グ
グ
ラ
ン

ド
や
民
族
と
い
っ
た
多
国
籍
の
選
手
か
ら
構
成
さ
れ
る
集

団
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
選
手
の
個
性
を
活
か
し
つ
つ
O
N
E
 

T
E
A
M
と
し
て
活
躍
し
た
こ
と
も
大
き
な
要
素
と
な
っ
て

い
ま
す
。

第
4
節

大
会
成
功
へ
向
け
て

R
W
C
2
0
1
9
日
本
大
会
の
成
功
に
よ
っ
て
、
国
内
で

も
ラ
グ
ビ
ー
競
技
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
大
会
招
致
の
段
階
で
は
、
日
本
で
の
ラ
グ

ビ
ー
競
技
に
対
す
る
認
知
度
と
普
及
度
は
ま
だ
低
い
状
況

で
し
た
。
そ
こ
で
、
文
部
科
学
省
で
は
、
平
成
26
年
か
ら

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
成
功
に
向
け
、「
2
0
1
9
年

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
普
及
啓
発
事
業
」を
実
施
し
、

委
託
先
で
あ
る
公
益
財
団
法
人
日
本
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー

ル
協
会（
以
下
、「
J
R
F
U
」と
い
う
。）と
連
携
し
て「
放

課
後
ラ
グ
ビ
ー
に
よ
る
競
技
者
の
拡
大
」「
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
に

よ
る
競
技
の
普
及
」「
ラ
グ
ビ
ー
を
通
じ
た
国
際
交
流
」の

3
本
柱
で
普
及
・
啓
発
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
ト
ロ
フ
ィ
ー
ツ
ア
ー
の
中
の
一
つ
と
し
て「
こ
ど
も

霞
が
関
デ
ー
」で
ト
ロ
フ
ィ
ー
の
一
般
公
開
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
公
益
財
団
法
人
日
本
ア
ン
チ
・
ド
ー
ピ
ン
グ
機
構

（
以
下
、「
J
A
D
A
」と
い
う
。）と
連
携
し
、
ド
ー
ピ
ン
グ

防
止
活
動
の
推
進
を
図
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
が
官
民
連
携
の
も
と
で
実
施
す
る

「Sport for T
om

orrow

」の
枠
組
み
の
中
で
ア
ジ
ア
各
国

へ
の
ラ
グ
ビ
ー
の
指
導
者
の
派
遣
や
講
演
会
等
を
実
施
し
て

き
ま
し
た
。
ま
た
、
文
部
科
学
省
・
ス
ポ
ー
ツ
庁
の
取
組
に

加
え
、
公
認
チ
ー
ム
キ
ャ
ン
プ
地
と
し
て
各
代
表
チ
ー
ム
を

受
け
入
れ
た
地
方
自
治
体
の
取
組
に
つ
い
て
も
紹
介
し
て

い
ま
す
。

第
5
節

大
会
の
レ
ガ
シ
ー

R
W
C
2
0
1
9
日
本
大
会
出
場
国
か
ら
の
訪
日
外
国

人
旅
行
者
数
は
、
9
月
、
10
月
の
2
か
月
間
で
対
前
年
同

期
比
29
・
4
％
増
と
な
っ
て
お
り
、
R
W
C
2
0
1
9
日
本

大
会
観
戦
者
を
含
め
多
く
の
外
国
人
が
来
日
し
ま
し
た
。

ま
た
、
全
国
各
地
が
試
合
会
場
と
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、

地
方
で
の
滞
在
も
促
進
さ
れ
ま
し
た
。
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訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
う
ち
R
W
C
2
0
1
9
日
本
大

会
観
戦
者
の
1
人
当
た
り
旅
行
支
出
は
、
38
万
5
千
円

と
試
算
さ
れ
、
観
戦
し
て
い
な
い
旅
行
者
の
15
万
9
千
円

と
比
較
し
て
約
2
・
4
倍
と
な
り
ま
し
た
。
国
籍
別
に
み

る
と
、
英
国
38
万
6
千
円
、
フ
ラ
ン
ス
47
万
6
千
円
、
米

国
32
万
8
千
円
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
40
万
8
千
円
と
な
り
、

い
ず
れ
の
国
籍
で
も
観
戦
し
て
い
な
い
同
じ
国
籍
の
旅
行

者
よ
り
高
い
額
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
費
目
別
に
み
る

と
、
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
費
の
ほ
か
、
宿
泊
費
や
飲
食
費
、
酒

類
の
購
入
費
に
お
い
て
、
観
戦
し
て
い
な
い
人
に
比
べ
て
高

い
傾
向
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

R
W
C
2
0
1
9
日
本
大
会
に
よ
り
、
会
場
の
内
外
で

幅
広
い
国
際
交
流
が
進
み
ま
し
た
。
力
の
限
り
を
尽
く
し

た
熱
闘
の
後
、
ノ
ー
サ
イ
ド
の
精
神
を
体
現
し
て
互
い
の

健
闘
を
讃
え
あ
う
選
手
た
ち
に
対
し
て
、
日
本
の
観
客
は

訪
日
観
光
客
と
一
緒
に
、
素
晴
ら
し
い
プ
レ
イ
に
は
日
本

代
表
に
限
ら
ず
惜
し
み
な
い
声
援
を
贈
り
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
会
場
か
ら
の
応
援
に
選
手
た
ち
は
日
本
式
の
お
辞

儀
で
応
え
、
会
場
は
さ
ら
な
る
一
体
感
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
キ
ャ
ン
プ
地
に
お
け
る
国
歌
や
ハ
カ
で
の
歓
迎
な

ど
、
ラ
グ
ビ
ー
の
精
神
の
一
つ
で
あ
る「
尊
重
」に
も
通
じ

る
相
手
の
文
化
に
対
す
る
敬
意
を
込
め
た
対
応
の
様
子
は
、

海
外
に
も
広
く
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

本
大
会
で
は
台
風
の
影
響
で
史
上
初
め
て
試
合
が
中
止

に
な
り
ま
し
た
が
、
カ
ナ
ダ
代
表
が
被
災
地
釜
石
で
土
砂

や
泥
を
撤
去
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
な
ど
、
ラ

グ
ビ
ー
以
外
の
部
分
で
も
感
動
と
連
帯
が
広
が
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
本
大
会
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
国
際
交
流
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
は
じ
め
、
訪
日
客
を
迎
え
た
多
く
の
人
々

と
の
触
れ
合
い
と
し
て
、
ラ
グ
ビ
ー
を
超
え
て
大
き
く
広
が

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

R
W
C
2
0
1
9
日
本
大
会
を
皮
切
り
に
様
々
な
国
際

競
技
大
会
が
相
次
い
で
開
催
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
今

後
開
催
さ
れ
る
国
際
競
技
大
会
に
対
し
今
大
会
で
得
ら
れ

た
知
見
を
運
営
面
等
に
反
映
し
、
各
大
会
の
成
功
に
つ
な

が
る
よ
う
、
文
部
科
学
省
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
と
し
て
最
大
限

の
協
力
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

「
令
和
元
年
度
文
部
科
学
白
書
」

発
行
：
サ
ン
ワ
株
式
会
社
、
定
価
：
1
9
5
0
円（
税
別
）

（https://w
w

w
.m

ext.go.jp/b_m
enu/hakusho/

htm
l/hpab202001/1420041.htm

）

https://www.mext.go.jp/b_menu/hakusho/html/hpab202001/1420041.htm
https://www.mext.go.jp/b_menu/hakusho/html/hpab202001/1420041.htm
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「
な
る
ほ
ど
！
小
学
校
外
国
語
」解
説
動
画
を
シ
リ
ー
ズ
で
公
開
中
！

～
先
生
方
の
疑
問
に
お
答
え
し
ま
す
～

文
部
科
学
省 

初
等
中
等
教
育
局 

外
国
語
教
育
推
進
室

授
業
実
践
等
か
ら
出
て
き
た
先
生
方
の
疑
問
に
、
学
習

指
導
要
領
や
評
価
に
関
す
る
参
考
資
料
を
基
に
解
説
を
し

て
い
ま
す
。
資
料
等
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
い
た
だ
け
ま
す
の

で
、
是
非
研
修
等
に
広
く
御
活
用
く
だ
さ
い
。

【
な
る
ほ
ど
！
小
学
校
外
国
語
】解
説
動
画
を

シ
リ
ー
ズ
で
公
開
中

2
0
2
0
年
度
、
小
学
校
学
習
指
導
要
領
が
全
面
実
施

と
な
り
、
小
学
校
3
，4
年
生
で
は
外
国
語
活
動
が
、
5
，

6
年
生
で
は
教
科 

外
国
語
の
授
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
教
科
に
な
っ
た
こ
と
で
、
小
学
校
現
場
で
は
、
初
め

て
、
外
国
語
の
教
科
書
が
登
場
し
、
今
年
度
か
ら
教
科
書

を
使
っ
た
授
業
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

教
科
化
に
向
け
、
小
学
校
で
は
２
年
間（
平
成
30
年
度
、

令
和
元
年
度
）を
移
行
期
間
と
し
、
実
際
に
授
業
を
行
い

な
が
ら
様
々
な
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
２
年
間
の
移

行
期
間
や
、
こ
れ
ま
で
の
実
践
等
を
通
し
て
、
文
部
科
学

省
に
寄
せ
ら
れ
た
声
を
整
理
し
、
小
学
校
外
国
語
の
授
業

を
ど
う
進
め
て
い
け
ば
よ
い
か
等
に
つ
い
て
ま
と
め
、
解
説

動
画
を
作
成
し
ま
し
た
。
特
に
多
く
の
質
問
や
疑
問
の
声

が
寄
せ
ら
れ
た「
言
語
活
動
」「
読
む
こ
と 

書
く
こ
と
」「
学

習
評
価
」を
取
り
上
げ
、
学
習
指
導
要
領
や
評
価
に
関
す

る
参
考
資
料
等
を
基
に
解
説
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学

習
指
導
要
領
の
考
え
方
を
踏
ま
え
、
実
際
の
授
業
で

行
う
や
り
取
り
等
を
具
体
的
に
お
示
し
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
動
画
で
使
用
し
て
い
る
資
料
及
び
参
考
資
料

等
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
是
非
研
修

等
に
広
く
御
活
用
く
だ
さ
い
。

○
な
る
ほ
ど
！
シ
リ
ー
ズ
の
資
料
等
は
こ
ち
ら

https://w
w

w
.m

ext.go.jp/a_m
enu/kokus

ai/gaikokugo/1387503_00002.htm

な
る
ほ
ど
！
シ
リ
ー
ズ
① 

言
語
活
動

シ
リ
ー
ズ
①
は
、
小
学
校

外
国
語
の
授
業
に
お
け
る「
言

語
活
動
」を
テ
ー
マ
に
、
直
山

木
綿
子 

文
部
科
学
省
視
学
官

と
櫻
木
瑶
子 

文
部
科
学
大
臣

報
道
官
と
の
対
談
形
式
で
解

説
を
し
て
い
ま
す
。

学
習
指
導
要
領
で
は
、
小

学
校
・
中
学
校
・
高
等
学
校
で
、

一
貫
し
て「
言
語
活
動
を
通
し

て
英
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
」こ
と
が
目
標
と
さ
れ

て
お
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
体
験
の
積
み
重
ね
に
よ
っ

て
、
英
語
力
を
付
け
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
こ

と
が
鮮
明
に
打
ち
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
小
学
校
外
国
語
の

授
業
で
の
言
語
活
動
は
ど
う
い
っ
た
こ
と
か
、
ま
た
、
ど
の

よ
う
に
言
語
活
動
を
通
し
て
授
業
を
行
え
ば
よ
い
の
か
等

に
つ
い
て
解
説
を
し
て
い
ま
す
。

○
言
語
活
動

https://youtu.be/LtCjrV
FO

sm
g

な
る
ほ
ど
！
シ
リ
ー
ズ
② 

読
む
こ
と 

書
く
こ
と

学
習
指
導
要
領
全
面
実
施
に
よ
り
、
小
学
校
3
，4
年

生
で
行
う
外
国
語
活
動
の
授
業
で
は
、「
聞
く
こ
と
」「
話

す
こ
と
」の
指
導
を
行
い
ま
す
が
、
5
，6
年
生
で
行
う
教

科 

外
国
語
で
は
、
新
し
く「
読
む
こ
と
」「
書
く
こ
と
」の

指
導
が
始
ま
り
ま
し
た
。

小
学
校
高
学
年
の
外
国
語
科
で
は
、
小
学
校
中
学
年
の

外
国
語
活
動
で
扱
う「
聞
く
こ
と
」「
話
す
こ
と
」に
加
え
、

「
読
む
こ
と
」「
書
く
こ
と
」に
つ
い
て
も
扱
い
ま
す
。
音
声

で
十
分
に
慣
れ
親
し
ん
で
か
ら
、
読
ん
だ
り
書
い
た
り
す

る
活
動
を
、
具
体
的
に
授
業
で
ど
う
行
え
ば
よ
い
の
か
な

なるほど　小学校外国語 検索

https://www.mext.go.jp/a_menu/kokusai/gaikokugo/1387503_00002.htm
https://www.mext.go.jp/a_menu/kokusai/gaikokugo/1387503_00002.htm
https://youtu.be/LtCjrVFOsmg
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ど
、「
読
む
こ
と
」「
書
く
こ

と
」の
指
導
の
在
り
方
に
つ
い

て
も
質
問
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。今

回
は
、
学
習
指
導
要
領

に
記
載
さ
れ
て
い
る「
読
む
こ

と
」「
書
く
こ
と
」の
目
標
を

確
認
し
、
ど
の
よ
う
な
段
階

を
踏
み
な
が
ら
、
ど
の
よ
う

な
言
語
活
動
を
通
し
て
、
子

供
た
ち
が
英
語
を
身
に
付
け

て
い
く
の
か
を
考
え
ま
す
。

文
部
科
学
省
作
成
教
材 “

W
e Can!2” U

nit9

を
使

用
す
る
場
面
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
持
ち
の
方
は
お
手
元

に
御
準
備
の
上
、
御
視
聴
く
だ
さ
い
。

○
読
む
こ
と 

書
く
こ
と

https://youtu.be/983p0Q
ScfSg

な
る
ほ
ど
！
シ
リ
ー
ズ
③ 

学
習
評
価

学
習
指
導
要
領
全
面
実
施
に
伴
い
、
小
学
校
高
学
年
で

実
施
す
る
外
国
語
は「
活
動
」か
ら「
教
科
」と
な
り
、
学

習
指
導
要
領
に
は
、
教
科
と
し
て
の
目
標
が
明
記
さ
れ
て

い
ま
す
。

評
価
に
つ
い
て
考
え
る
と
き
、
授
業
の
目
標
を
ど
う
設

定
す
る
か
と
い
う
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
こ
の
回
で

は
、
外
国
語
活
動
と
目
標
が
異
な
る
，
教
科 

外
国
語
と
し

て
の
学
習
評
価
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
ま
す
。
解
説
を
御

視
聴
い
た
だ
き
な
が
ら
、
よ
り
学
び
を
深
め
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
動
画
の
中
で
問
を
立

て
て
い
ま
す
。
青
字
の
テ
ロ
ッ

プ
が
表
示
さ
れ
た
際
に
は
、
是

非
動
画
を
一
時
停
止
し
て
い
た

だ
き
、
御
自
身
の
考
え
を
ま
と

め
た
り
、
内
容
を
御
確
認
い
た

だ
い
た
り
し
な
が
ら
視
聴
を
進

め
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。ま

た
、
学
習
評
価
資
料

「「
指
導
と
評
価
の
一
体
化
」の

た
め
の
学
習
評
価
に
関
す
る
参
考
資
料 

小
学
校
外
国
語
・

外
国
語
活
動
」（
国
立
教
育
政
策
研
究
所
）は
、
解
説
動
画

の
概
要
欄
及
び
、
動
画
の
資
料
Q
R
コ
ー
ド
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
い
た
だ
け
ま
す
。
是
非
お
手
元
に
御
準
備
い
た
だ

き
、
そ
れ
を
参
考
に
御
視
聴
く
だ
さ
い
。

○
学
習
評
価

https://youtu.be/O
2T

rA
1K

8E64
小
学
校
に
お
け
る
外
国
語
教
育

小
学
校
の
先
生
方
は
、
豊
か
な
子
供
理
解
を
基
に
、
子

供
た
ち
の
各
教
科
等
の
学
び
と
実
生
活
や
学
校
等
の
行
事

な
ど
で
の
体
験
を
う
ま
く
関
連
さ
せ
、
子
供
の
学
習
意
欲

を
高
め
る
こ
と
に
た
け
て
い
て
、
日
々
の
授
業
や
学
級
活

動
等
を
通
し
て
、
子
供
同
士
が
認
め
合
い
、
高
め
合
う
学

習
集
団
を
作
り
上
げ
て
お
ら
れ
ま
す
。
子
供
た
ち
が
、
失

敗
を
恐
れ
ず
に
自
分
の
考
え
や
気
持
ち
を
伝
え
よ
う
と
し
、

そ
れ
ら
を
受
け
止
め
合
お
う
と
す
る
関
係
が
あ
る
こ
と
は
、

英
語
の
学
習
に
お
い
て
大
変
重
要
な
環
境
で
あ
る
と
言
え

ま
す
。
小
学
校
に
お
け
る
外
国
語
教
育
の
授
業
実
践
に
お

い
て
も
、
こ
う
し
た
世
界
に
誇
れ
る
日
本
の
小
学
校
教
員

な
ら
で
は
の
専
門
性
が
大
い
に
発
揮
さ
れ
、
外
国
語
教
育

は
そ
れ
に
支
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

単
に
英
語
を
使
え
る
こ
と
を
め
ざ
す
の
で
は
な
く
、
外

国
語
を
学
ぶ
こ
と
を
通
し
て
、
言
語
の
背
景
に
あ
る
文
化

の
理
解
、
相
手
へ
の
配
慮
と
い
っ
た
こ
と
も
学
び
な
が
ら
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
目
的
や
場
面
、
状
況
な
ど
に

応
じ
て
、
自
分
が
本
当
に
考
え
て
い
る
こ
と
を
伝
え
合
う

力
を
育
て
る
こ
と
を
目
指
す
授
業
を
、
実
践
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ま
た
こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
、

文
部
科
学
省Y

ouT
ube

公

式
チ
ャ
ン
ネ
ル「
外
国
語
教

育
は
こ
う
変
わ
る
！
」に
掲

載
し
て
い
ま
す
。「
外
国
語

教
育
は
こ
う
変
わ
る
！
」に

は
、
小
学
校
だ
け
で
は
な

く
、
中
学
校
、
高
等
学
校
に

つ
い
て
も
、
実
際
の
授
業
実

践
例（
授
業
研
究
会
の
様
子

も
一
部
収
録
）を
紹
介
し
て

い
ま
す
。。
順
次
、
授
業
動

画
等
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
も
是
非
御
視

聴
く
だ
さ
い
。

○
外
国
語
教
育
は
こ
う
変
わ
る
！

https://w
w

w
.youtube.com

/w
atch?v=A

l1
qT

O
aO

GgI

https://youtu.be/983p0QScfSg
https://youtu.be/O2TrA1K8E64
https://www.youtube.com/watch?v=Al1qTOaOGgI
https://www.youtube.com/watch?v=Al1qTOaOGgI
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「
い
ま
ス
タ
！
社
会
人
の
学
び
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」が

ス
タ
ー
ト
！

文
部
科
学
省
総
合
教
育
政
策
局
生
涯
学
習
推
進
課
　
職
業
教
育
推
進
係
・
専
修
学
校
教
育
振
興
室

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
動
画
作
成
の
目
的

「
人
生
1
0
0
年
時
代
」が
到
来
し
、
社
会
の
変
化
の
ス

ピ
ー
ド
が
増
す
中
、
政
府
全
体
で
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
推
進
の

旗
を
振
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
学
ぶ
意
欲
が
あ
る
人
が

潜
在
的
に
は
い
る
も
の
の
、
様
々
な
制
約
か
ら
具
体
的
な

学
び
直
し
の
行
動
に
繋
が
ら
な
い
と
い
う
課
題
が
あ
り
ま

す
。そ

の
た
め
、
令
和
2
年
8
月
21
日
に
リ
カ
レ
ン
ト
教
育

の
機
運
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
醸
成
し
、
そ
の
意
義
を
普
及

啓
発
し
、
社
会
運
動
に
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
、「
い
ま

ス
タ
！
社
会
人
の
学
び
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。
学
び
の
重
要
性
は
痛
感
し
て
い
る
け
れ
ど
な
か
な

か
決
心
が
つ
か
な
い
方
、
大
学
や
専
門
学
校
で
の
学
び
の

イ
メ
ー
ジ
が
湧
か
な
い
方
な
ど
、
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
に
関
心

の
あ
る
社
会
人
の
皆
様
に
御
覧
い
た
だ
き
、
新
た
な
チ
ャ
レ

ン
ジ
に
向
け
て
一
歩
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
動
画

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
あ
り
な

が
ら
も
、
学
校
全
体
を
挙
げ
て
学
び
の
機
会
を
提
供
し
続

け
て
い
る
学
校
関
係
者
の
努
力
、
そ
し
て
様
々
な
制
約
が

あ
り
な
が
ら
も
、
学
修
し
自
己
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
・
キ
ャ

リ
ア
チ
ェ
ン
ジ
等
に
励
ん
で
い
る
方
々
が
い
る
こ
と
を
一
人

で
も
多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
思
い
か
ら

本
動
画
を
作
成
・
公
開
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
動
画
の
内
容

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
動
画
は
、

①
社
会
人
の
学
び
を
応
援
す
る
方
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、

②
文
部
科
学
省
の
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
施
策
の
説
明
、
③
専

門
学
校
の
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
事
例
紹
介
、
か
ら
構
成
さ

れ
て
お
り
、
文
部
科
学
省Y

ouT
ube

チ
ャ
ン
ネ
ル
に
公
開

さ
れ
て
い
ま
す
。

（https://w
w

w
.youtube.com

/
user/m

extchannel

）

1
．社
会
人
の
学
び
を
応
援
す
る
方
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

①
出
口
治
明
氏（
ア
ジ
ア
立
命
館
太
平
洋
大
学
学
長
）

・�

昔
学
ん
だ
こ
と
と
今
の
世
の
中
は
違
う
と
い
う
落
差
に

気
付
い
た
ら
も
っ
と
学
び
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
生
ま
れ

て
く
る
の
で
は
な
い
か
。

・�

社
会
人
が
勉
強
し
な
い
の
は
長
時
間
労
働
に
大
き
な
原

因
が
あ
る
。
こ
れ
を
是
正
し
て
皆
が
勉
強
す
る
よ
う
に

な
れ
ば
大
学
院
や
専
門
学
校
で
学
ぶ
人
も
増
え
る
と
思

う
。

・�

社
会
人
の
皆
さ
ん
も
一
生
学
び
続
け
る
こ
と
に
チ
ャ
レ

「いまスタ！社会人の学び応援プロジェクト」

https://www.youtube.com/user/mextchannel
https://www.youtube.com/user/mextchannel
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ン
ジ
し
て
ほ
し
い
。
明
日
に
な
れ
ば
一
日
、
年
を
と
る
。

何
歳
で
あ
れ
今
の
皆
さ
ん
が
一
番
若
い
わ
け
だ
か
ら
。

②
青
野
慶
久
氏（
サ
イ
ボ
ウ
ズ
株
式
会
社
代
表
取
締
役
）

・�

社
会
は
変
化
し
、
し
か
も
複
雑
に
な
っ
て
い
く
。
だ
か

ら
学
び
続
け
な
い
と
い
け
な
い
。

・�

組
織
と
し
て
学
び
直
し
を
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
一
度
組
織
を
離
れ
、
学
ん
で
戻
っ
て
き
て
い
い
よ

と
い
う「
育
自
分
休
暇
制
度
」や
、
学
ぶ
た
め
の
本
は
買

い
放
題
制
度
、
仕
事
の
割
合
を
減
ら
し
て
大
学
や
専
門

学
校
で
学
び
直
し
を
す
る
制
度
が
あ
る
。
学
び
直
し
た

社
員
が
新
し
い
も
の
を
持
ち
込
み
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
る
。

・�

学
び
直
し
を
支
援
し
な
い
よ
う
な
組
織
か
ら
は
人
が
出

て
行
っ
て
し
ま
う
。
学
び
直
し
を
支
援
し
て
い
く
会
社

に
人
が
集
ま
る
と
思
う
。

2
．文
部
科
学
省
の
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
施
策
の
説
明

リ
カ
レ
ン
ト
教
育
を
推
進
す
る
上
で
の
課
題
や
そ
れ
に
対

す
る
対
応
策
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
ま
す
。

3
．専
門
学
校
の
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
事
例
紹
介

分
野
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
、
今
回
の
動
画
で
は
、
専

門
学
校
東
京
テ
ク
ニ
カ
ル
カ
レ
ッ
ジ（
工
業
）、
河
原
電
子

ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学
校（
情
報
）、
森
ノ
宮
医
療
学
園
専
門
学

校（
医
療
）、
京
都
医
健
専
門
学
校（
社
会
福
祉
）の
4
校

の
事
例
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
以
下
で
は
そ
の
概
要
を

御
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

①	�「
自
分
ら
し
く
社
会
で
活
躍
す
る
た
め
に
：
学
び
直
し
を

充
実
さ
せ
る
手
厚
い
支
援
」（
専
門
学
校
東
京
テ
ク
ニ
カ

ル
カ
レ
ッ
ジ
）

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
特
色
】

現
在
、
学
習
目
標
の
提
示
、
学
習
目
標
の
達
成
度
の
確

認
お
よ
び
学
生
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

デ
ィ
プ
ロ
マ
ポ
リ
シ
ー
で
は
卒
業
ま
で
に
身
に
つ
く
専
門

能
力
を
何
々
が
で
き
る
と
表
現
し
提
示
、
シ
ラ
バ
ス
で
は
科

目
概
要
に
留
ま
ら
ず
、
科
目
ご
と
に
わ
か
る
目
標
・
で
き
る

目
標
を
提
示
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
5
期
制
を
採
用
し
6
週
間
ご
と
に
達
成
度
の
確

認
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
授
業
に
お
い
て
も
、
授
業

シ
ー
ト
・
授
業
カ
ル
テ
を
活
用
し
90
分
間
ご
と
に
達
成
度
を

確
認
す
る
と
と
も
に
、
集
計
結
果
を
も
と
に
、
授
業
の
振

返
り
と
学
生
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
社
会
人
が
学
び
や
す
い
工
夫
】

夜
間
課
程
に
お
い
て
は
、
勤
務
後
で
も
出
席
し
や
す
い

始
業
時
間
の
設
定
、
必
要
に
応
じ
て
土
曜
日
に
補
習
を
実

施
す
る
な
ど
の
時
間
的
な
工
夫
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

教
育
訓
練
給
付
金
・
専
門
人
材
育
成
訓
練
に
よ
る
経
済
的

な
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
さ
ら
に
、
就
職
支

援
と
し
て
は
、
中
途
採
用
情
報
の
提
供
や
学
習
成
果
を
e

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
ま
と
め
企
業
に
向
け
発
信
し
オ
フ
ァ
ー

を
い
た
だ
け
る
な
ど
の
支
援
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
学
生
や
企
業
か
ら
の
評
価
・
反
応
】

経
済
的
支
援
に
よ
る
安
心
感
や
学
習
目
標
の
達
成
度
確

認
に
よ
る
充
実
感
が
得
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
社
会
人
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
】

自
分
ら
し
く
社
会
で
活
躍
す
る
た
め
に
、
自
己
実
現
に

向
け
て
学
び
直
し
は
有
効
な
手
立
て
で
す
。
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②	�「
I
T
業
界
に
転
職
の
チ
ャ
ン
ス
!
：
先
端
技
術
を
学
ん

で
描
く
新
し
い
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
」（
河
原
電
子
ビ
ジ
ネ
ス

専
門
学
校
）

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
特
色
】

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
知
識
ゼ
ロ
、
未
経
験
で
あ
っ
て
も
、

わ
ず
か
2
年
で
I
T
技
術
者
に
必
要
な
知
識
と
技
術
が
修

得
で
き
、
各
種
資
格
や
検
定
の
取
得
が
可
能
で
す
。

【
社
会
人
が
学
び
や
す
い
工
夫
】

就
職
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
、
社
会
人
学

生
を
就
職
ま
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

【
社
会
人
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
】

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
社
会
構
造
が
急
激
に
変

化
し
て
い
る
中
、
学
び
直
し
で
I
T
職
種
に
チ
ャ
ン
レ
ン
ジ

が
で
き
ま
す
。

③	�「
生
活
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
て
鍼
灸
師
へ
：
リ
カ
レ
ン
ト

教
育
こ
そ
教
育
の
本
質
」（
森
ノ
宮
医
療
学
園
専
門
学

校
）

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
特
色
】

学
び
直
し
や
新
た
な
資
格
取
得
を
目
指
す
社
会
人
に

と
っ
て
充
実
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
設
定
を
し
て
い
ま
す
。
特

に
、
基
礎
的
な
実
技
教
育
の
徹
底
、
臨
床
経
験
豊
富
な
教

員
に
よ
る
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
社
会
人
が
学
び
や
す
い
工
夫
】

働
き
な
が
ら
、
子
育
て
を
し
な
が
ら
、
勉
強
に
専
念
し

て
な
ど
、
生
活
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
て
学
ぶ
時
間
帯
を
選
べ

る
コ
ー
ス
設
定
、
学
士
・
医
療
人
学
費
優
遇
制
度
の
実
施
、

空
い
た
時
間
を
利
用
し
て
学
び
た
い
こ
と
を
選
ん
で
学
べ
る

7
0
0
時
間
を
越
え
る
ゼ
ミ
、
学
生
が
利
用
で
き
る
保
育

園
の
完
備
、
22
時
30
分
ま
で
校
舎
を
開
放
、
自
宅
で
学
べ

る
動
画
コ
ン
テ
ン
ツ
の
掲
載
な
ど
社
会
人
が
安
心
し
て
学
べ

る
取
組
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
社
会
人
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
】

新
た
な
医
療
資
格
を
取
得
す
る
こ
と
に
よ
り
現
在
の
仕

事
を
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し
た
り
、
鍼
灸
師
の
大
き
な
特
徴
で
あ

る
独
立
開
業
が
で
き
る
こ
と
に
よ
り
、
人
生
1
0
0
年
時

代
の
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
を
見
据
え
資
格
取
得
も
大
き
な
魅

力
で
す
。

④	�「
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
で
社
会
福
祉
士
の
資
格
取
得
へ
：
キ
ャ

リ
ア
形
成
促
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」（
京
都
医
健
専
門
学
校
）

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
特
色
】

社
会
福
祉
士
の
国
家
資
格
を
目
指
す
と
と
も
に
、
業
界

で
求
め
ら
れ
る
相
談
援
助
技
術
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で

「システム開発演習」の授業の様子

経穴（ツボ）の取り方を学習している様子
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き
ま
す
。

【
社
会
人
が
学
び
や
す
い
工
夫
】

夜
間
1
年
制
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
就
職
に
つ
な
が
る
在
学

中
の
ア
ル
バ
イ
ト
の
紹
介
、
年
齢
や
経
験
、
環
境
に
合
わ

せ
た
学
習
計
画
や
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
を
考
え
る
た
め
に
定
期

的
な
個
別
面
談
の
実
施
な
ど
に
よ
り
社
会
人
学
生
を
支
援

し
て
い
ま
す
。

【
学
生
や
企
業
か
ら
の
評
価
・
反
応
】

1
年
と
い
う
短
期
間
で
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
や
キ
ャ
リ
ア

チ
ェ
ン
ジ
が
で
き
る
こ
と
へ
の
喜
び
。

【
社
会
人
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
】

社
会
的
ニ
ー
ズ
も
高
く
多
様
な
働
き
方
が
で
き
る
仕
事

で
す
。
社
会
人
入
学
者
が
自
分
ら
し
く
働
け
る
よ
う
、
一

人
ひ
と
り
に
寄
り
添
い
ま
す
。

本
動
画
の
概
要
は
記
載
の
と
お
り
で
す
が
、
具
体
に
つ

い
て
は
是
非
、
動
画
本
体
を
視
聴
し
て
く
だ
さ
い
。
パ
ー
ト

ご
と
に
分
け
て
視
聴
で
き
る
等
の
工
夫
も
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
一
人
で
も
多
く
の
方
々
が
学
び
直
し
の
魅
力
や
可
能

性
に
触
れ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。

今
後
の
展
望

今
回
は
取
組
事
例
と
し
て
専
門
学
校
を
取
り
上
げ
ま
し

た
が
、
9
月
中
に
予
定
し
て
い
る
第
2
弾
で
は
大
学
・
短

期
大
学
・
大
学
院
大
学
等
の
紹
介
動
画
を
公
開
い
た
し
ま

す
。今

後
も
随
時
、
外
部
の
有
識
者
や
企
業
の
方
な
ど
か
ら

学
び
続
け
る
こ
と
へ
の
前
向
き
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
大
学
や
専
門
学
校
な
ど
の
具
体
の
事
例

を
紹
介
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
楽
し
み
に
し
て
く
だ

さ
い
。

ま
た
、
今
回
の
よ
う
な
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
動
画
は
、
社

会
人
の
学
び
を
推
進
す
る
た
め
の
広
報
活
動
の
ご
く
一
部

に
過
ぎ
ず
、
今
後
さ
ら
に
教
育
機
関
、
自
治
体
、
そ
の
他

関
係
団
体
の
お
力
添
え
を
頂
き
な
が
ら
社
会
人
の
学
び
に

関
す
る
情
報
を
発
信
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

教
育
機
関
、
自
治
体
、
そ
の
他
関
係
団
体
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、「
こ
の
事
例
を
紹
介
し
た
い
」と
い
っ
た
案
件
が
ご

ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
文
部
科
学
省
生
涯
学
習
推
進

課
ま
で
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

他者理解を行うためにグループワークを行っている様子
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文部科学省総合教育政策局 生涯学習推進課 職業教育推進係

職業実践力育成プログラム（BP）の公募
が始まりました！

事業の概要

職業実践力育成プログラム（BP）は大学、大学院、
短期大学及び高等専門学校の正規の課程と履修証明
プログラムで、主に社会人を対象とした実践的・専門
的な課程を文部科学大臣が認定するもので、認定課
程数も平成27年123講座、平成28年180講座、平成
29年219講座、平成30年261講座、令和元年282講
座と認定課程数は年々増加しております。受講者数
についても、平成28年度は約2,400人だったところ、
令和元年度は約4,000人と増加している状況です。

BPのプログラム内容について

BPはこれまで、文部科学省で定める「地方創生」、
「女性活躍」、「非正規支援」、「中小企業連携」の主
な4テーマを含め、大学等教育機関が社会や地域の実
情に合わせて設定した様々なテーマで多くの社会人に
学びの機会を提供してきました。一方で、society5.0
の到来やコロナ禍の先の社会で求められる人材像を
見据えると、今後もさらに社会のニーズに対応した幅
広い分野の講座を提供していくことが求められていま
す。

例えば、数理・AI・データサイエンス分野について
は本年 7月に決定された「AI戦略2019フォローアッ
プ」において「大学等における社会人や企業等のニー
ズに応じた実践的かつ専門的なプログラムを文部科学
大臣が認定する「職業実践力育成プログラム」（BP）
を通じた、社会人の数理・データサイエンス・AIのリ
カレント教育機会の拡大」との記載があり、当該分野
におけるBPの更なる活用についても示されています。

今後も各教育機関と連携しながら、社会人がこれか
らの社会において必要とされる能力を身に付けること
ができるプログラムの提供に尽力いたします。

申請の流れ

公募期間は令和2年8月5日（水）〜令和2年10月9
日（金）となっております。

本公募においては、総授業時数の5割以上を①実務
家教員や実務家による授業（専攻分野における概ね5
年以上の実務経験有）、②双方向若しくは多方向に行
われる討論（課題発見・解決型学修、ワークショップ
等）、③実地での体験活動（インターンシップ、留学や
現地調査等）、④企業等と連携した授業（企業等との
フィールドワーク等）のうち、いずれか2つ以上の教育
方法によって構成された課程である等、社会人や企業
等のニーズに応じた実践的・専門的なプログラムとし
て、一定の要件を満たしたものを大臣認定いたします。

申請の方法等の詳細については文部科学省ホーム
ページから資料をご覧ください。（http://www.mext.
go.jp/a_menu/koutou/bp/index.htm）

また、専門学校関係者におかれましては、キャリア
形成促進プログラムの公募を 9月上旬に開始する予定
ですので併せて告知させていただきます。

http://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/bp/index.htm
http://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/bp/index.htm
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ま
た
、
高
等
学
校
等
で
の
修
得
単
位
を
も
と
に
試
験
科

目
を
免
除
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

高
等
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験
と
は

高
等
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験（
以
下｢

高
卒
認
定
試

験｣

と
い
う
。）は
様
々
な
理
由
に
よ
り
高
等
学
校
等
を
卒

業
し
て
い
な
い
方
の
た
め
に
、「
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
人

と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
か
ど
う
か
」を
認
定
す
る
試

験
で
す
。

高
卒
認
定
試
験
に
合
格
す
る
と
、
大
学
入
学
資
格
が
得

ら
れ
、
就
職
や
資
格
試
験
に
も
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
各
学
校
長
の
判
断
に
よ
り
高
等
学
校
の
単
位

と
し
て
認
定
で
き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

高
卒
認
定
試
験
は
、
毎
年
8
月
と
11
月
の
年
2
回
実
施

し
て
い
ま
す
。
令
和
元
年
度
は
、
約
2
万
2
0
0
0
人
の

出
願
が
あ
り
、
約
9
0
0
0
人
が
高
等
学
校
を
卒
業
し
た

人
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

受
験
資
格

令
和
3
年
3
月
31
日
ま
で
に
満
16
歳
以
上
に
な
る
方
で

高
等
学
校
等
を
卒
業
し
て
い
な
い
方
に
受
験
資
格
が
あ
り

ま
す
。
な
お
、
高
等
学
校
等
に
在
籍
さ
れ
て
い
る
場
合
も

受
験
可
能
で
す
。

高
等
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験

文
部
科
学
省
総
合
教
育
政
策
局
生
涯
学
習
推
進
課

受
験
者
の
声

・�

学
歴
が
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
の
私
に
と
っ
て
、
高
卒
認
定
試

験
は
、
一
歩
踏
み
出
す
た
め
の
き
っ
か
け
と
な
る
制
度

で
し
た
。
こ
の
試
験
が
あ
っ
た
か
ら
、
私
は
前
向
き
に

頑
張
ろ
う
と
思
え
ま
し
た
。
合
格
し
て
、
必
ず
自
分
の

夢
を
か
な
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

・�

以
前
か
ら
高
卒
認
定
試
験
の
こ
と
は
知
っ
て
い
ま
し
た

が
、
精
神
疾
患
に
よ
り
試
験
会
場
の
よ
う
な
人
ご
み
に

行
く
こ
と
が
で
き
ず
、
受
験
を
あ
き
ら
め
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
特
別
措
置
の
存
在
を
文
部
科
学
省
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
知
り
、
思
い
切
っ
て
受
験
を
し
て
み
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

・�

高
卒
認
定
試
験
の
制
度
が
あ
り
、
本
当
に
感
謝
し
て
い

ま
す
。
一
度
は
失
敗
し
た
人
た
ち
で
も
、
頑
張
れ
ば
み

ん
な
と
同
じ
資
格
が
取
得
で
き
る
こ
と
が
、
や
る
気
の

向
上
や
自
分
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
に
と
て
も
役
立
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
高
卒
認
定
試
験
は
、｢

学
び
の
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト｣

の
一
つ
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。

試験科目について
◆	国語
◆	世界史A、世界史B のどちらか１科目
◆	日本史A、日本史B、地理A、地理B の中から１科目
◆	現代社会の1科目 又は 政治・経済 と 倫理 の２科目
◆	数学
◆	理科は以下の①、②どちらかのパターンを選択

科学と人間生活 物理基礎 化学基礎 生物基礎 地学基礎
① 受験する 上記基礎系４科目の中から 1 科目 計２科目
② 受験しない 上記基礎系４科目の中から３科目 計３科目

◆	英語
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令
和
2
年
度
第
2
回
高
等
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験

■
試
験
日	

令
和
2
年
11
月
7
日（
土
）・
8
日（
日
）

■
出
願
受
付	�

令
和
2
年
7
月
20
日（
月
）〜
9
月
14
日

	
（
月
）消
印
有
効

■�

試
験
会
場	�
各
都
道
府
県
に
1
会
場（
左
記
H
P
参

照
）

■
結
果
通
知	

令
和
2
年
12
月
7
日（
月
）発
送
予
定

■
受
験
案
内
・
願
書
の
入
手
方
法（
左
記
H
P
参
照
）

試
験
の
詳
細
は
こ
ち
ら

https://w
w

w
.m

ext.go.jp/a_m
enu/koutou/

shiken/index.htm

■T
w

itter

高
卒
認
定
試
験
はT

w
itter

で
も
情
報
提
供
し
て
い
ま

す
。

https://tw
itter.com

/k_shiken

https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/shiken/index.htm
https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/shiken/index.htm
https://twitter.com/k_shiken
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文部科学省総合教育政策局 生涯学習推進課 職業教育推進係

あなたに合った学びを一緒に探しませんか？
～社会人の学び・リカレント教育について教育総合展

（EDIX）に出展します！～

令和2年 9月16日（水）〜18日（金）の3日間、幕張メッセで開催される教育総合展（EDIX）において、社会
人の学び・リカレント教育をテーマにしたブースを出展いたします。

主な出展内容は、
①個人、大学・専門学校等といった教育機関や民間企業に対する文部科学省の社会人の学びを推進するための
施策紹介、
②組織や個人単位で学び直しをするにあたっての相談及び意見交換、
③社会人の大学等での学びを応援するサイト「マナパス」を用いての学びの検索の体験、

その他文部科学省が行っているホットな施策についてのチラシも配布します。
＊出展内容については2020年8月14日時点のものです。

文部科学省として、一人でも多くの方、一つでも多くの教育機関、民間企業が社会人の学びを推進できるよ
うな出展内容を御用意いたしますので皆さま是非、足を運んでください。

（昨年度の出展の様子）

＊なお、今年度においては新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、会場の様子が異なる可能性がある
旨、御承知おきください。



皆さん！「情報ひろば」を知っていますか？

情報ひろばホームページへGO!⇒https://www.mext.go.jp/joho-hiroba/

皆様のお越しをお待ちしています。是非、お気軽にお立ち寄りください。

情報ひろば INFO
所 在 地：〒100 ─ 8959 東京都千代田区霞が関3 ─ 2 ─ 2
交通案内：銀座線「虎ノ門駅」11番出口 直結

千代田線「霞ヶ関駅」A13番出口 徒歩5分
開館時間：月曜〜金曜10時〜18時

※入館は閉館の30分前まで　※土曜日、日曜日、祝日、年末・年始休館
入 館 料：無料

〈お問合せ・団体見学申込先〉　文部科学省大臣官房総務課広報室事業第2係
TEL：03─6734─2170　Email：hiroba@mext.go.jp 

情報ひろば 案内図

1Fの直通
エレベーターで
3Ｆ展示室へ
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文部科学省ミュージアム「情報ひろば」では、「文部科学省エントランス」（新庁舎2F）を活用し、文部科学行政に関する展
示と情報発信を行っています。令和2年8月20日から、新たに東海大学の企画展示を行います（9月18日まで）。文部科学省
への来省の際は、是非お立ち寄りください！

［開催期間］令和2年8月20日〜9月18日

東海大学
「文部科学省エントランス」（新庁舎2F）

「衛星とSNSで、安心・安全な社会をつくる ―グローカル・モニタリング・プロジェクト―」
近年、災害や環境変動により、生活に甚大な被害が生じるケースが多発しています。東海大学は、人々が安心・安

全な社会生活を送るための基盤をなす技術を確立することを目指し、平成28年度より、「グローカル・モニタリング・
プロジェクト」を立ち上げ、研究開発を行っています。本プロジェクトは、地球観測衛星による環境・災害監視という

“グローバル”な視点と、SNS等を活用し地域に密着した災害情報を共有する“ローカル”な視点を結び付けること
で、自治体や国家、国際レベルでの防災対策システム構築に寄与することを目指しています。

今回の企画展示では、本プロジェクトの取組のほか、地球観測衛星による災害監視の解析事例及び地域社会の情報
を収集・共有するツールとして開発した災害情報ツイートシステムを、パネル・映像・資料によって紹介します。また、
東海大学情報技術センターの衛星データと画像処理技術を統合して制作した「衛星地球儀」も併せて紹介します。

【実物展示】	・衛星地球儀
【映　　像】	・「グローカル・モニタリング・プロジェクト」
	 ・「回転する地球画像」（阿蘇周辺の衛星画像）　ほか

【パ ネ ル】	 ・「プロジェクトの取組について」
	 ・「地球観測衛星による災害監視システムについて」
	 ・「災害情報ツイートシステムについて」　ほか

「文部科学省エントランス」において新たな企画展示を開始しました！

https://www.mext.go.jp/joho-hiroba/
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